
特集

明日に向かって一会員作信
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太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイノレのわずかな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリズムの中の陰影、

枚がまるで、、意思をもっているかのように語りかけてくる。

T OT Oエクステリアタイル

タイル一枚

T OT Oエクステリアタイノレ。



会員の受賞

通常総会開催通知

「こんな看板、

見つけました」

ー「建築と社会」であなたの投稿

をお待ちしていますー

制日本建築協会編

『建築設計者のため

の設備知識」

刊行

割引価格で頒布

日本建築協会

このたび、下記会員の諸氏は、建設界

における多年の攻績によって、表彰を

受けられました。ここに誌して、その

栄誉をお慶び申し上げます。

・動三等旭日中綬章

有光 弘氏

( 元住友軽金属工県側取締役社長)

平成 6 年度第 l 回通常総会を下記のと

おり開催いたしますので、何卒ご出席

下さいますようお願い申し上げます。

組ヨ法人目; 本建築協会会長

市 川 宏

「建築と社会J 8 月号で「まちなかの看

板 J ( 仮称) をテーマ に特集を組むこと

になりました。

看板は都市景観の質を左右する重要な

要素であり、街の活気を示すパロメー

ターであるともいわれています。看板

といえば、まず

繁華街のネオン

や主釦吾ピルのそ

て看板、屋土の

広告塔、野立て

看板などを思い

浮かべますが、

なかには思おず

笑ってしまった

り首をひねるも

のもあり 、実態

は千差万別です。

- 習時三 帯構宝章

塚田欽一郎氏

( 側卜ー エ ネック代表取締役社長)

・撤回等旭日小綬章

上中正儀氏

( 住江織物倒t 表取締役会長)

・殿四帯構宝章

と き 平 成 6年 6 月22日附

午後 Ｕ 時 ＳＰ 分 ｾＶ 時

ところ キ坦法人日本建築協会会議室

大阪市北区梅田トト3- 2100

大阪駅前第 3 ピル21階

道頓掘の‘ カニ' はつとに有名ですが、

あなたが通り過ぎた街のどこかに、あ

なただけが知っている看板があるので

はないて・しょうか。

そこで、「こんな看板、見つけました」

と題して、あなたがまちなかで見つけ

たスマー卜な看板、ユニークな看板、派

手な看板、邪魔な看板、古い看板、変な

看板、ハイテクを駆使した看板、意味不

明の標識類ーを、写真とともに「建築と

社会」誌ヒで紹介することを企画いた

しました。

みなｾまの多数のこす銭高をお待ちして

おります。

。気蕎要事剤

. 原稿内容

看板をとらえた写真とそのコメン卜を

お送り下さい。その所在の国内外は問

このたび制日本建築協会の編著、側オ ていますカミ本会でも図書の販売をい

ーム社の出版で 「建築設計者のための たします。本会では特別価格として、定

設備知識』を刊行いたしました。 価 ( 5000円) の 2 割引の4，000円( 郵送の

この著書は、本会機関誌 「建築と社会」 場合は送料380円/1冊要) て頒布します

ＱＹＹＰ 年 ｾＱＹＹＲ 年に Ｓ 回にわたり特 集 し ので、お買い求め下さるようお願い申

た内容をベースに、環境問題にゆれる し上げます。

現在の社会状況を織り 込み、最新の情 詳細お問い合わせ、および購入申込は、

報を盛り込むべく新たに書き起こした 他日本建築協会へお願いします。

もので、執筆には、東畑建築事務所、日 編著者キ封ヨ法人 日本建築協会

建設計、安井建築設計事務所、大阪ガ ( 東畑建築事務所/ 北島章図・

ス、関西電力の設備調者惚0名が当

たり、本会の編集委員会で推鼓を重ね

ました。

弓崎幸;台 ・坂田進 ・城下善雄 ・

中野格、日宮謁十/ 蕨岡茂 ・

瀬戸良昭 ・ 押 ｡ｬ ，ｾ ， 司息安井建

築設計事務所/ 日板東;台・山

根敏和・水谷広i台、大阪ガス

篠原美幸氏( 第一工業側鼠締役会長)

・殿五等双知也日章

市川 宏氏( 日本建築協会会長)

・大 阪 麻 曙 表 彰

三 品 哲 夫 氏

森上文夫氏

( 鮒日本セメント防水剤製造所代表取締役)

議 題 ( 1)平成 5 年度事業報告並びに

決算報告承認の件

(2f!L成 6 年度事業計画並びに

収支予算承認の件

(3)その他

いません。なお、紙面が限られています

ので、投稿はひとり l 点とします。

女写真・・・… 気に入ったアングルの写真

を l 枚。サービス判~キャビネ判の大

きさ。光沢のあるイ土上げのモノクロま

たはカラープリント。

*コ メン 卜… 200写ヰ呈度。

. 原稿締切

1994年 6 月30日同

. 送付先

掴 法 人 日 本 建 築 協 会 編集部

〒530 大阪市北区梅田ト 1- 3- 2100

TEL .  06- 348- 0635 FAX .  06- 348- 0634 

. 備考

( 1厚真は、 i幽] いたしません。

(2採用分には図書券を進呈します。

(3)この頁は、モノク ロ印刷とカラー印

局1 ] で構成する予定てす。

可組

開極畳間

r m下 ・1i i i伺 t;11

・*11!:Jlj・1111
第一線て活躍する設備詩情が、実務

において、建築と設備のかかわりあう

場で直面 した問題を掘り起こし、その

解決を選択肢て示した本書は、意匠設

計者のみならず、初歩の設備宣言情に

も好個の資料になるものと思います。

本書は、 10月から全国の書l苫庖頭に出

/ 中村秀行・佐々木明美、関 発行所附オーム社

西電力/ 中村秀夫 ・大木俊臥 干 101 東京都ニfi"¥:: 田区神田錦

ほか) 町3- 1 T EL03- 3233- 0641 

〒530 大阪市北区梅田トト3 体 裁 85判、220頁、上製本

- 2100 TEL06- 348- 0635 定イ郎， 000円

建 築 と社 会 ・' 994 .5 1  
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日本建築協会新入

会者ご斡旋お願い

建築工事実務講習会

京都開催

日本建築協会後援

特別展覧会「ブ) [ r - ノ

. タウトーその建築

世界に迫る」

本会は大正 6 年 3 月畠IJ 立以来、建築法 また、建築界の総合団体として常に建 これらの事業をますます発展させるた

規の法制化に努めたほか、わが国初の 築関係各部門の連繋と調整に当たり、 め、会員の増強運動を展開して会勢の

住宅博覧会の開催、四会連合工事請負 相互の親庭、共存共栄に意をi主ぎ、会誌 伸展をはかりたく、入会者のこ省旋を

契約未嚇の制定など、今日に至るまで、 「建築と社会」の発行や、各種見学会、 お願い申し上げます。事務局は電部6

建築界をリードするとともに、→組 講習会など実務に直結した謂重の事業 引 か0635です。

会との結びつきを深めてまいりました。 活動を行っております。

日 時 ・積算・仮設見積

平成 6 年 6 月15日側

午前| 日時~午後 4 時30介

. 施工計画

平成 6 年 6 月22日制

午前| 日時~午後 4 時30分

会 場 京 都 建 設 会 館 ・ 4 階講堂

〒604 京都市中京区

押小路通柳馬場東入

講 師 . 積算・仮設見積

吉 田 豊 氏

ドイツの建築家、ブルーノ ・タウ卜

ＨＱＸＸＰｾＱＹＳＸＩ は、ナチス ・ ヒトラーが

ヨーロッパを席巻し始めた 1933年、日

本に亡命。3 年余りの滞在中、仙台や高

崎で工芸指導を行うとともに、日本の

儲納建築美や尉鮒な美意識を掘り

起こした 「徒隊宮」やr 日本文イヒ私観」

などの著作を残しました。

ドイツでは表現主義理想を追い求め

る社会思想家としての建築家といわ

れ、最近、初期の絵画作品も多数臨Zさ

れるなど、建築家、商家、恩噌家、総合

芸術家… 様々な顔を持つ新しいタウ

卜像への関心が高まっています。

展覧会は、機能主義モダニズムがその

根底から新しい視点で見直されようと

している中で評価の高まりつつあるタ

ウ卜の世界、その思想、全体像を浮き彫

りにしようとするものです。

・東京開催

会 期 1994年 6 月 9 日同

ｾ Ｘ 月 Ｑ 日開 Ｉ

10 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  00 

6月14目、 21 日は休館日

会場セゾン美術館( 東京・池袋)

03- 5992- 8700 

主催セゾン美体調、毎日新聞社

・京都開催

会 期 1994年 8 月30日ω

ｾ Ｑ＠ 0月 2 日(日) 月曜休館

9  :  ＳＰｾＱＷ＠ :∞ 

側竹中工務応大阪本底

蔵弁孝曇氏

鮒大林寺匙本広

. 施工計画

服部嚇興氏

側鴻; 也組建築本部

高橋憲昭氏

併非公村富且大阪本広

定 員 80名

会 費 18，∞o円( テキス卜代、消費干見

を含む)

金曜日は20 ・00まで

会場京都国車丘代美制『鵡・ 3階

企画展示室

京都市左京区岡崎

主催京都国立近代美制調、毎日新

開土

入 場 料 一 般1，250円、大高生900円

中小生400円

前売りー1，1∞円、郎日円、 300円

出 品 目独双方から集めた未公開の

オリジナルを中心に、絵画・

讐 ・スケッチ2∞点、建築図面・

ドローイング・模型150点、新

発見の写真資純白邸インテ

リアの色面再構成を加えた計

※ 施工計画、積算・仮設見績

ともの受講華+。

申込方法制日本建築協会京都支部

干604 京都市中京区

押小路通柳馬場東入

電話: 075-21 ト2857

主 催 拙 日 本 建 築 協 会 京 都 支 部

平成 6 年度・建築工事実務講習会大阪

開催は、 9/8と9/21 に開催予定。

詳細は後日会告します。

グラスハウス ( ケル ン/ ドイ ツ) 1914年

600}弘

・京都開催の記念講演会

・9 月10日出 14 ∞ ｾＱＵＺ＠ 30 

講師安藤，白紙( 建築家)

演 題 未 定

会 場 京 都 会 館 封 艶 場

( 左京区岡崎最勝寺町13)

入 場 料 一 般1，500円、学生1，000円

( 展覧会入場料とセット)

・9 月17 日出 14 Ｚ∞ ｾＱＵＺ＠ 30 

講師井上章一氏( 国際日本文化研

究センター)

演 題 未 定

会場京都国立近代美術館小ホール

入場事ヰ展覧会入場者は無料



「建築 と社会J 誌

大 正 6年 3 月に誕生した日本建築協会 形判に変え、特集と作品作風頁を二本 063丘 F A X  06- 348- 0634)  ま で。

(当時 ・関西建築協会) の、欄羽誌は 柱に、シリ ーズ‘ ものの頁を織り込み、 販売価格は 1200円( 送料 ・消費税合) 。

特集一覧 ・ r 914- r 994 大 正 6年 9 月に n畑 建 築 協 会 縮 忘J その時々の社会を反紙L したテー? を選 なお、 「建築 t 社 会j 創刊号 ~昭和 30

t題して創刊された。大正 8 年に「日 んで指紋してきた。 年 12月号まで全87巻の復主'1版が、 1991

本位築協会雑誌J、さらに l 年後には 取り上げてきた特集テーマ li 下記のと 年 10丹から l順次発行( 不二出版) ・配

「処築と社会J i : . 改組し、 今 日に歪っ おりで、パックナンバー附入希望li 、 本されているので、詳細は 日本建築協

てL 、る。昭和 42年からは{ 料おそA 4変 日本建築協会事務局 ( T E L 06- 348- 会事務局へお!日J( 、合わせl傾いたい。

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

1974 

・既成市街地 ー ・処築生産 t ・高層プレハ ・屋銀防水工事

VoI . 55 ・歴 史 的 ・明日の建聾 11. ・北伊 ーユー ・ピ ル の 省 ・第 21 Inl ・ピル防災に

・保葺所作品 ・ の 住 宅 地 、 涜 j函機構の プ 住 宅 の ・み E り・ の央敗例 H
環 境 保 全 n なるか・ タウン斗両 ・ エヰノレギ化 青年技耐者・ |刻する 12i:i:

整備の方策 "  変容 情 造 設 J十 の対軍 ・

1975 • p  C 板 を ・建築 t プレ ・生 活 排 水 ・人 Ji U環 境

Vol. 56 ・社 会 - ・相lili のl;t '鋭 ス ト レ ス ト ・騒音対策 t ・第 22 阿 ・集合住宅の

・図書館 ・東海の新建築 ・インテリ 7 ・ 使 用 し た 建築・法. ｾ施設 コンクリ ー 処 理 純 設 t しての 防音材料 青年技商Z ・ 設備 ・

工業化住毛 ト構造 のあり方ターミナル ・

1976 ・狂 言 '76- ｟ ｬＮ ｴＺｲＺ Ｑ ，ＮｲｷＮ ｬ ｊ［ｾ Ｎ＠ _  rt:: - r .:_+_  l  _  11t O'I:r ｊｈｾ＠ ( f l  _  ＧＭ ｾｬｬｌｴｴ ｜ｴＺ｛ Ｑｔ｜＠ ｟ Ｎ｣Ｂ，Ｉｾ ・ゅ ・ 集。 Ｚ 体の ・設 備 か ら
ν0 1. 57 ;-';mr ［｟ｾＮｾ［＠ . ・控事基陵情、 ・床 工 法 t ・建 築 防 災 ・E場建築の ・鉄 H 情厄の ， ・1ま;t c}j 止対策 ・第 23 同

i I ! 築ヂザイノ 占担 ・医僚施設 ・ ・市街地整備 ・ ハート t みt: iI! 築の

の問題ｾ .  材 料 . ｾ法 ・ 設 ｦ ｾＢ ・ ジョイン ト t 断熱材科・ 17年技耐古・の 動 向 . - ，.， - .". . .  "  - ，_  ｾＧＢ ＧＧ＠ :J 7 ト. 1. .1II 1r; . r 1' J l "l  11 I  M. J n l 1  1m I凶 点

1977 ・デザインの ・兵 庫 lil - ・H柑聾! 品全 ・コンクリートの ・埋立地にお 11 O ・11 本 住 宅 ・ミニ乱開姥 叶

'01.58 動向一部分 その風土 t .TfT7k 品質管理 ｬ ・ ＱＳｕ ｬ Ｎ 身障者施設・ ・ ｭｾｉｉＩｬ ｩｩｬｴ 備・ 協路面 公 l司 t  から ni H1 ・??17Jfi ・弘 ふ l: |

t 全体 ・ 建築 ・建 築 界 の 作 現 行政指導町方向 岳を例 t l τ i I ! 築作品ミ ニ問先へ ・

1978 • T' ザインの ・医僚施法一 ・組合方式ド 、 岬 ・C A  D ー

Vol .  59 動向一新旧の ・水・ 病院総築 t ・外 壁 塗 装 ・;!i: i度防C，n よる集 Ｔ ・ 住宅設備 ・ 新 ｬｾ 画 ｈＮ Ａｴ 設 JI' ｾ ・ 一般手 Ｎ ・ 第 ＲＵｬｈｬ . ピノレ環境

材料・ 建築・ 6  品計 ，1 ， '- - JII .lI. ｾｊ＠ 青年技樹者・

コントラスト tn特l Y ^  1ム 住宅 Jt 同 i¥X. ，i  コンピュータ

1979 

VoIω ・転 換 期 の ・大阪南i 'J ・コンクリート ・+テルl ! 聾 t ・n村 施 設 ・建物の終局 ・庄 内 の ・80年 代 の ・第261"1 ・建 設 業 の

J ・商業後J i i l ・日韓三総括11・ 民

再開発・ ポートタウノ のひびわれ 1，1報シ ^T ム の 変 貌 ・ 強度の検討 . i ちづ( り ・ インテ 97 ・ 青年技耐者・ 労務事情・

1980 ・80 年 代 の ・今 1& の ・品涯の担 if 控畢 ・事計制百年Ii 耐者 ・これか らのl !

'01 61 部市t鐙聾一 首エヰルギー ・安 )1'建 築 ・住 宅 の ・ill 築行政 t ・最 近 の ・相li I i 景観t ・屋 内 体 育 ・ノドぎ わ の ・今{ 去の外装 ・転機仁 1: ') 聾設計t新耐

tちづ{ りの の 趨 勢 設JI事務所 耐 久 性 ・ 法規・ 防水工法・ 7メニテ ィ・ 施設の設備 ー まちづ〈り 欧f.t ftJ 材・

歴史 ｴ 展望 ・ ・ 建築金物・作品ｾ・ 集合住宅・ｾ誼 ｊｴ 法・
1981 

μ w  ・瞳聾拘 t且- ・0:1: 田昌市型幅公

。1.62 ・中国の論文 ・ヂートピア ・台所まわ り ・シーリ ング ・災iEE t 法 ・都市住吃ー ダザイナーの ｉｾ Ｍ 岡両仁川る ・ 間仕切惜 の ・ 第 28 1而| ・締 官 官 の
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通常総会開催通知

「こんな看板、見つけました」 ー 「建築と社会」であなたの投稿をお待ちしていますー

「建築設計者のための設備知識」刊行、割引価格で頒布

建築工事実務講習会京都開催

特別展覧会「ブルーノ・タウトー その建築世界に迫るJ

作 品 作 風 I"J 槻 市 総 合センタ ー 6  

ジャスコシティ高槻

千 里北 センター 商 業 施 設 開 発事 業 核 底 舗棟

A R T  P R OCES S  主主内 弘( 彫刻家) / 奥田博土( 彫刻家)

法 令コーナー 立 体 道 路制 度 t その活用 ・ 薮 内 弘

大先輩に聞く 向 井 正也 ・ 佐野洋・伊謙郁郎

GB R Cニュース 平 成 6 年 度 の 事 業 計 画

新 建 材 紹 介 コー ナ ー セー フストライド ・松 本 章

建築の眼 組 合せの妙 ・河 濯 聡

新最小限住宅 ・笹川敏昌

シア トリカル パーフォーマンス( 演劇) ・山下 勝

図は口以上に物を言う ・藤崎安弘

設 備 の 頁 リサイクルシステム生ゴ ミ処理器 ・辻回紀子 40 
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21  
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施 工 材 料 の 頁 コンク リート用曲面型 枠 ・謀原厚生 41 

出版委員会REPORT 構造計画と継体コストについて一 、ー いま積算に求められているもの ・前田邦江 42 

inf or mat i on ル・コルヒ. ジュエ油彩展 43  

病院建築基礎講座

第 3 回きょうと景観賞決まる

C G OS A K A  '94 

横浜市が国際建築設計競技

rl 994建築仕上フォーラム」のシンポジウム開催

国際デザイン・コンペテイ‘ ンョン、テーマは「触 J

「デザイン・名古屋 '94
J

デザイン ・コンペ作品募集

月報 平 成 5 年 3 月分 45  
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言;t言十 ・

安 井 建 築 設 計 事 務 所

ｾ理 ・

高 槻市 ・安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ・

大 林 ・銭 高 ・大 昭 共 同 企 業 体

高槻市総合センター

"五十嵐rlill il]}j包行 50周年記念事業のー っとして位世付けられたこの総介

センターは、既存の rI ヲ庁合に代わって 21世紀に むけて高槻i ' li の新し

いシンボルとしてのf究明防犯うと同H寺に、教育 ・文化 ・行政の 3機

能伝子干わせ待つ複令主主築として計画lされたものである 。

ＱＩ ，ＱＩ Ｍ ｛Ｇ 子干の ｾｴＱ ｊＡｩ ｊ に隣按して縫っこのＡＦＺ物は、日正和苧舎と ー イ材 ｉ ｊ 月｝され

て前性化をJ 2 ( 1り、 新旧の主主物が一 つの者11市対観として、まちづくり

に寄ワするものでなければならないと考 λ 、内部重j臓の寸柑五千i同|、

計同モデューノレの整令性、全体としての主I ! : 築ボY ュー ムのノザンス、

タト似の新旧の対比 と訪lij 羽lについて特に間以占、して計画した。

， ＧＺＺｪｽ 附 ｾｉｉ はＪ西にコアを設け、 ｩ 壁矧 ｌ ヒも有効で、行政オフィスとして

適切な政 ｌ 行き ＨＲ ＱｍＩぞ持つ効率の良 ｌ 、ｾＡｉ，ＨＺｴ主主 Ｑｭ を実現している 。 外

装はZ7j性能熱線J又射カヲスによるカーテンウオーノレとし、宅ll J T合に

共 j曲する横ストライプの表引を JJII え、 )1艇に自然換安明 ス リ フ ト を 設

けて 1I ;'fl lI l外 の笠淵停止l侍に備えるとともに外観にアクセントを加え

ている 。l，l l 苦rsのヘリポート( 緊急l1i 1 自発行場) は、東西のコアをつな

くオ降立 ｌ 七のメ方、 卜 ラスを平 ｉ ｊ ｊｉｉ し、ｬｒｾｩｬｬＱｊｦＺｌＱ＼［のある個性的な形状とし、

lりl快でシンポリシクな印象を持つランドマークとなることを日桁し

ている 。 (谷 啓/ 安井建築設計司可主Jiji-)
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断 面 図 1  :  1500 

所在地一一一一高槻市桃園町 2 番 l 号

敷地面積一一一一一 19 ，220m'

建築面積一一一一 3 ，287 _ 95m'  

延床面積一一一一 22 ，507. 11 m'  

構造規模一一一一 SRC-S、BI F、15F、P2

工 期一一一一平成 3 年 10月~平成 5 年 12月

最寄駅一一一一 J R京都線高槻叡

織 影一一一一藤義貝IJ

エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

多 目 的 ホ ー ル

7  
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設 計 施 工 ・

大 林 組

ジャスコシティ高槻

大l以・) j ¥布11間の主要幹線である凶: i u 171 号線の高松見近郊は万博l時に

Ｍ ＱＱ 寺 ｪ 仮わ し 、のあったものの、食品工場の点在する殺伐とした ￆｴｾＩ［Ｈ が

j必ょする J劾列庁ある 。 この地 に総と賑わ L 、そ取り戻し、 地域 の 情 性

化 と 環ni の向上に寄与することが飽設建設のテーマの一つであっ

Tこ。

約46，500m'の主主J也に、建物を道路面より後退させる こ とで、約41 ，

OOOm'のI羽交訪包設と 1，800台の馬主;LII 場を確保しながら、匡l道沿、駁立11

場内の紋化等に配慮し、楠の並木道等40，000本の秘書主で緑豊かな環

. t : i ' l づくりをめざした。

外報1 1 . はコンクリ ー ト打放しのストラクチヤノレなデザインを碁嗣に

グレー系のJ脳炎によるパターン緋成でシンプノレにまとめ、周囲の緑

との調和|をな識し自然とともに成長する姿をイメ ー ジしている 。

施設内部は、核庖であるジャスコと 77のwr"l 庖を主体に飲食I宣告fIi .  

ボ「ーリンク功で干青少成しており、これら在日空間の回遊の要として 4 J¥ii

IlXj)X けのスタジアムコートを設け階段状の客席に体感音型シ叶、ノレ

ぞ品Il 込み、 マノルレチヒピピ、守‘ ｜γ ‘ジジジ、ヨンてで、の多彩な却快州 ｦ像象とともに ｩ泌日，ｾ［ｉ［場 ｪ易寺感あふれる

ｩ泌肖附「 州 ｼハ Ｑ てで匂 ｾ ｉ丹号姐姐 ｴ 凶性 Ｒ と ｅ吏 ｅ なる Ｑ集長筑存Ｚ労効 ｊ 巣ををナ狙つ ｔた ｊ 。

( 林 道 治 ・大統領.由美/ ブ〈林組木1苫設計部)

配 置 ・ l ' 皆平面図 l  ω0 0  

所在地一一一一高槻市萩之庄 3 丁目 47- 2

敷地面積一一一- 46，552 .80 m'  

建築面積一一一一一 20 ，0 17. 726m'

延床面積一一一- 6 1，246 .909m'

) ; 一一一一一一

構造規模一一一一商業棟 外周部RC、中央部 S + SRC、 3 F、PI

立 駐 棟 S 、5F、PI

工 期一一一平成 5 年 4 月~平成 6 年 3 月

最寄釈一一一一阪急京都線高槻市駅

jft 影 一 一 一 川 元 斉 、 神 史( ※ )

9  
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設言十監王霊 園

ア ー ル ・アイ ・エ 一 大 阪 支 社

施 工 ・

鹿 島 ・熊 谷 ・浅 沼 共 同 企 業 体

千里北センタ- 商業施設

開発事業核居舗棟

阪急北千里駅前地 区は千旦ニュータウンの北地区セ ンターとして、

これまで永年に亘りニュータウン住民の消費生活を支えてきまし

た。 しかし、近年消費者の{nfi 値観やライフスタイノレの多緑化など、

商業甜: l J l の変化や既存庖舗の老朽化等力対日まって、地域商業J ちゃ住

民の方々から再開発の安芸立が出ていました 。 この様な状況の Ｂｉ ｾ Ｇ で、

1982年より 地区の活性イロ l-jilI lが若手され極々検討を重ねた結果、地

元jl: fi 業者、大阪府千盟センタ一、附ニチイを主とした第 3 セクター

てな十回 ｴ ｬｾＺ 迎運営を進めることになり、千旦 北 センター材ￇｩ￳｜［会社を設

立、魅力ある商業主包設のマスタ ープランが作成され、 地区内に新し

い商業1M設や既存底tlli のリニュアノレイじ駐111 : 場の増設とあいまっ

て、 J核となるこの純訟の; 誕生となりました。地区の配置計画の中で

は、駅正面に配置することにより新旧商業施設、駐車場とこの胞設

ヵマゴ機的に結ばれ、回遊性のある商業ソ‘ ーンとなっています。又フ

アサードは地区のシンボ〉ν となるよう計画し、特に駅正面部分はシ

ンメトリーにi ' j V#j見し、 ml辺地 区ともマッチするようなカラ ーコ ンデ

ィショニンク守など来Ir しL 、Ｉ｛ｾｾＩｈＭをつくり ｦ ごすよう心力すけたつもりで ａ

す。施 設I;/<J椛成としては底舗の他、カルチャーセンタ 一、多目 的ホ

ーノν 、スイミング・スク一戸、アスレチック等の文イ回恒設や体育施設

を設け、多目的ショッピンク、施設として地域コミュニティの創造の

場としてのf鈍 ill をはたすことになるでしょう 。

( 波辺佳彦/ アーノレ ・アイ ・エ一大阪支ヰJ才

所在地一一一大阪府吹田市古江台← 119- 6他

敷地面積一一一一一 23，598 .  21 m'  

建築面積一一一 3 ，494. 379m'

延床面積一一一一 27 ，829 . 573 m'  

構造規模ーー一一 ｂ ｉｆ 、 Ｘｆ 、 ｐｉ 、 ｂｉｆｾＲｆｓｒｃ 、 Ｓｆｾｒｆｓ

工 期一一一一平成 4 年 8 月~平成 6 年 4 月

最寄駅一一一一阪急千里線・北千里駅

撮 影一一一一習回四郎

F  

1  ，皆庖舗
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薮 内 弘

Y ABUUCHI  HI ROSHI  

1943 京 都 府 生 ま れ

63 行 動 展 、 京 展 以 後 毎 年 出 品

66 フ ラ ン ス 留 学 毎 日 英 術 コ ン ク ー ル

毎 日 選 抜 奨 術 展

70 横 浜 野 外 フ ェ ス テ ィ パ ル展

74 第 11 回日本国際奨術展( 招待出品)

78 ア ー ト ナ ウ ' 78展( 兵庫県立美術館)

第 12回 日 本 国 際 奨 術 展 13回 14回 展 出 品

79 第 14回 現 代 日 本 美 術 展 15回 16回 展 出 品

84 現 代 彫 刻 展 {伊 丹 市 民 ギ ャ ラ リ ー)

86 ' 86選 抜奨 術 展 ( 京 都 市 美術 館) 88 .99年 出 品

89 日本現代彫刻展( 台北市立費術館)

91 芸 術 祭 典 「 京f 京 流 兵 士 の 物 館J 舞 台 美 術 担 当 す る

93 都市景観賞受賞{ 愛知県半田市)

現 在 行 動 美 術 協 会 会 員

「風の序曲」 中国産・六方石

H  220 x  240 x  100 H  200 x  200 x  90 

「ああした天気になーれ」 鹿児島県大隅・御影石

H  100 x  240 x  140 4  f固

私は1980年以米現代彫刻として石で下駄( 石駄) を彫り続けていま

す。

「ああ した 天気になーれ」は、 Ｍ ＱＱ 戸 ｰｾ 知県半田市より乙 川駅前 ｙ む立

遊園に設置の官邸買を受け、王見地を見てタイトルが浮かんで来ました。

子似曜 に夢のある造形をと考え、日本一の大きな下駄を 4個石で彫る

事にしました。大人には懐かしく、見慣れないヲイ共にはお除作品に見

えるかも知れません。子Tj l越が大人になった時、下駄のある公闘で遊

んた宅IIが、 パソコンやゲームで遊んだ'1Jj : よりもき っと懐かしく忠、い出

すのではないて' しょうか。

r}! O. の序曲」は近年好んてもEっている中国産の六万石で彫りました。

石JVLの土っぽさと中に秘めた黒〈硬い音11分の対比玖石の出来る迄の

ロマンを感じるからです。ゴロンとした→悶物の石ですので、余り人

工的に彫り刻んで形をつくるよりも二つに切断し、 写真手前は立っ た

形をブロンズ鋳造し、奥の作品は、切断した形をそのまま立て両方共

i惰円を聞け、} ! O. の通り道とし、下音11の石には桁円方向に向かって表面

をうすく彫ってあります。石は原石のままの方が力強く雄大な形かも

匁lれませんが、 石を見ていると誇りたく姿が見えて彫りたくなるので

す。 鍍 内 弘

12 建築 と社 会 ・1994. 5



奥 田 博 士

OK UDA  HI ROMU 

19柑 滋賀県に生まれる

( 個展)

90 ギャラリーすずき( 京都} ・音空'

9日 力リフ才 J レニア州立大学、フ J レトン、メインアー ト

ギャラリーＨアメリ力Ｉ・青空・ Ｒ 月 Ｓ 日 ｾＳ 月 ＱＷ 目

的 A .  C .  C  [ Asi an Cul tural  Counci l ] より、基金を受け、

アーチプレイファンデーシヨン( アメリ力、モンタ

ナ州、へレナ) にて串1) 作 .

88 ギャラリー玄海( 東京) ・音空'

87 佐賀町エキジピットスペース Bi s( 東京) ・青空'

渋谷西武ア ート ギャラリー{ 東京) ・音空・

ギャラリーフジ{ 大阪) ・音空'

86 大阪府立現代喪術セン 11 ー( 大阪) ・膏空・

86. 85・84 ギャラリーマロニエ ( 京都) ‘ 音空・

85 滋賀県立近代 焚術館ギャラ リー { 滋賀) ‘ 音空・

83・82・81 ギャラリー虹( 京都) ・虚構・

80・79 ギャラ リー陶薗( 滋賀) 。虚構・

87 ギャラリー 16(京都) ‘ 鹿の解体'

77・76・75・74・73 ギャラリー射手座( 京者s) ・座の解体'

私の中に、 一 つの風景カ ま ある 。ヲー ｦＺｊｾの頃に遊ん

だ信楽の山河の風景。夕方遅くまて曜け回った山。

魚、取りに夢中になった制高。雷てったきなi同の聞い

た木の中で遊んだ可九大きな岩場での峰登 りや、

陶製の火鉢のかけらをお尻に釆せて、 農の斜面を

飽きもせず、すべり続けた日々。毎日毎日、自然

を相手に、体中で遊び呆けていた子供のころ。毎

日カ吋峰きと 、不思、告，&" にil向ちていた、ゆったりと

した流れの中の世界。今も私は、生まれ育った信

楽の地に住み続け、目まぐるしく変わっていく風

景の中で、「あの頃」をたぐり寄せようとしてい

る。「あの頃」確かに見えていた世芥。「あの頃」確

かに聡こえていた位- 界。川のせせらぎの中に、大

岩の中に、木のj阿の中に、林の中に、見えI徳こえ、

平lがその中の一部である司王カ帯されていた、幸せ

な少年H寺イ丸私は目を見聞き、耳を澄ます。

私の目はかすみ、耳は雑音しか聴こえない。かす

かに、かすかに見えた様な、聴こえた様なl瞬間が

ある。私は記憶の糸をたぐり寄せ「あの頃」へ到

るー木の細い道を逆にたどり、迷子になってしま

う。「あの頃」の逃は閉ざさ札そこへたどりつ

く道はもうないのだろうか。私の道さがしは、私

の創作の中で続けらすし私の幸せな驚きに満ちた

「原Jl l:殻」は、私の作品の中で帯見される。

奥田博士

( j 量薦ギャラリーすずき )

彫 刻 プ ラ ン ニ ン グオ フ ィ ス *は ね う さ ぎ 勺 ま モ ニ ュ メ ン ト や 造 形 作

品 に よ る 、 芸 術 と の 共 存 空 間 を プ ラ ン ニ ン グ す る こ と に よ り 、 環

境 と 融 合 し た 美 の 空 間 、 人 間 的 な 表 情 豊 か な 空 間 づ く り が出 来 れ

ば と 願 っ て お り ま す。

コーディヰーター吋まねうさぎ' 代表巽育子( お問合せ 075- 76 ト 3759)

企画協賛 菊 川 工業・ 東 芝昇降機事撲部
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編集委員会法令分科会

292 I 立体道路制度とその活用

はじめに 立体道路i ! l l]}支は、もともと道路を整

備する側の必要性から、平成元年度の- : i A の法f l!

改正( 者11了間1-1 ! . ! _ I 位、建築基詩句去、道路法、都市 1' 1

IlfHe法) により創設されたものである 。 よって、

lt; 1]}支そのものが道路盤備を主眼として柿成されて

L 、る 。

- )J 、逆に主l ! 物l ! ! 1 ] の必要性( 道路ぞ直接雄物に

I絞り込んだり、道路空間以外の空間を雄物として

ｾＷｪｊ ［Ｈｴ［ｦ［・ ｉ ｊ ｊｬ ｊ した ｌ 、な り か ら 実 施 に 至っているもの

も，11
1
，てきており、その笑施に当たり法行主をどのよう

に辺川していくか、実務的な占鰐寸を今後ともつづ

けて L 、〈必要がある 。

本初では、立体道路jlilJJ交を法措IJJ支商から概折し、

実}j 包に 当たり I: :H凶となる立体道路に|民jする土地と

雄物についての権原の処理! について、実f YlJを紹介

しながらふれる。 本文 '1"、キーワードおよび実務

ヒの取り扱い 1-_ 1 ! i 要なものには、下線をつけた。

l立体道路制度概要

元来、道路空間 と建物空間 1; 1 : . 、互いに佼すべか

らざる空間として、緩めて例外的場合を除いて、共

存することはなかった。 それらは法的 には建築基

準法並びに道路法により守られてきたい、える 。

立体道路市IJJ支は、 この建築基準法、道路法に例

外規定を設けることにより公に認制したものであ

る。共 附1" : 1 には、道路空lilJ と建物空間の一体 的i町 rJ

を行う場合、道路と建物の→本的整備を行うべき

玄城をあらかじめ都市計画にf玄関づけることで、

主l !物側は特定行政庁の認定 (許可でない こ とに注

立) により道路内に建築が出来るようにするととも

に、道路側は道路の区域ーを立体的に定める こ とで

道MV;f 理! 椛の行イ必陀囲を限り、i ) i [ i 圏外 は道路法の

鋭定が及lまないようにしたものである 。

注 そういった窓 味 で、 ［ｲｾ ｊＮ 度 地 区、 日皮ＮｦＢ ｊｉｈｊ 也 以 内 に お いて、

特定行政 Tの，:r uI を得て行うi直蹄? と怨物的-{4<務備は、

広い官、叫えで 、主体道路制度を前Jl J したものといえるが、.-j>:

文では、上記のように侠必に解釈する.

1 ) 都市計画法上の位置づけ

立体道路 l立、基本的に例外的処世である こ とか

ら、 mq却也のどこででも実施できるものでもないし、

実施すべきでもな L 、。

道的吋ｊＡｬ ｊ の ｾｈ Ｇ としては、都市計画施設としての

道路であり臼到IJ I II専川道路および沿道への出入り

う者II i 間 |値J ( こ適令した建築行為は都市計画出1脳 の

適川除外となる( 者|続行去53粂) 。

2) 建 築 基 準 法上 の 取 り 扱 い

上記の者11市計画に迎合していると特定行政J-[' が

認、めた (j .{t.定した) 場合( 特定行政庁が、主l ! 築精乎L

会の Ａ 日 ｆＧ 与を待て許可する場合にくらべ、ｾ築物の

計四l段附で道路いlムl ! 築が子定されるため、市川の

実引悩ミカすれ、) には、道路内建築j J i lJ限が解除され、

処築が可能となる( 必見匂去44粂) 。

なお、道路と雄物が一体的 に利 JTJ されるので、

上 記U 行定日架道路等は、核滋対象道路から除外

され、道路上の縫物は、見 IJ 途娘道する必要がある

( 建造E状 43粂) 。

3) 道 路 法上 の 取 り 級 い

通Ｇ，ｾ ［ Ｚ［、道路は 天 ヒ天下道路であり、ｓｧ ｦ ｬｬｊすべて

につ いて滋i刑法による道路管理E維がおよぶもので

あった。 よって、その空間内に処築物を設"せする

場合は、辺路管理者による道路，Ji m前二百Tを得る必

要があったs

立体道路H日JI支では、道路の新設または改築を行

う場令においてのみ( 既設の道路は不可) 道路の区

域をｾＧｧ ｲＺ ｜ｊ または 地 下について上下の純 ｼ 剖を定め

( 立体的区域) 出賂管理権を制限し、主l ! 物の弘l ! 築を

可能としたものである( 道路法47粂の 5) 。

また、道路と建物が分自l刷』造の; 場合は特に Ii: HW

とならなし、が、道路を支持する物として道路と ーイ本

杭造となっている建物( 道路ー併 叫* J) の場合は、

柿造物としての道路を保全するために道路ＺｲｾＺ理者

は当該泊! ! I ' 1! J所有者との聞で建物の建築 ・管理の内

容に l刻して契約( 協定) を締結する必要がある( 道

路 法47粂の 6) 。

なお、木契約に第三者声、対;C要件含持たせるため

に、協定の公示等 の手続きがなされる( 道路法47

粂 の 竹 。

l 立体道路に係る権原の整理

上記の法律の枠組みの中て、立体道路を実施す

る場令、道路イ) ! I J と雄物側のそれぞれ土地の一昔11を

利mする権原と雄物を利用する権限としてどうい

う権! 京を設定するべきかについて、立体出』各市IJJ支

が整備される前からの事例を示しながら説明す

る。

ができない梢池の道路 f特定記玖則立路望号7 と限定 1) 立体道路制度以前の事例

道路が並行a した場合の権利|民l係含当H寺の法j f ，IJJ支|λl

で経理されたものである。雄物に対する道路f]!l Jの

村伸lは、いずれの場合も雄物(J! りとの契約行為により

中花原ぞ得ており、建物y( J!l Jの権以としては、 当然 娃

物F斤有権として L 、る 。

どちらの"' 1j:fYIJにおいても雄物(J!l L辺氏刊J ! l Jの取るべ

き権原として、 一部に不完令なものを合んでいる

(第三者に対する声、防t J J の欠如 J) 。

2) 立体道路制度の権原

上記の問題を克服するため、立体道路制度にお

いては道路側と建物側の取得すべき権限として、

表 1 とすることカず想定されて い る。

表 1 土地と建物 に対する 権原

道路と建物が

道路一体ill 物のt]b合

分離構造の場合

道 路 側 建 物 官IIJ 道 路 側 建 物 1l11J

I: J ' 也に対

する権限
区分地上位 所イ守俄 共平i<注 1 ) 共 イ}

lli 物に対

共イTまたは

するHfJ ji¥
なし

ffr イI 権 契約による 所有縦

{止j刊行' I)(世 2)

ttJ ) 区分地卜怖は、この品姶登記できな L 、のて' 不可

t11) 瑚 3法 制7粂の61こ定めるi出ト引哉i助 lこ|則する協定

Ｈ公 出 の 抑ＺｾＩ と なり、第 三 ボに畑山拍 Ｉ

3) 実施事例における権原の設定

四If.' i制内には、」二言己のように耳兄待すべき4往原につ

L 、て整理がで、きるが、事業内容によ っては組み合

わせてオ掛IJ 設定を実施することもあり、その前J ' I J

ZlJi91J として、大阪市の渓111'[ 地 区l摘発での立体道路

HilJJ支( 道路イJlI I ; 阪神高辺ぷ血路、長l ! 物fJIIJ ; 被令交通

センター) による権原の設定内容を図 1 に示す。

敷地境界
道路一体建物

{ 複合交通センター)

…道路 ( 建物内)

共 有

図 1 道路側の土地に対する権原の設定( 湊町地区)

全体について道路fJ!l Jのよ地 に対する椛原として

共有持ち分を設定することも可能であったが、道

路下を広場等に利用することもあり、 一昔11区づ子地

上権とするとともに、統制限11分については所有権

を設定している 。

されている。また、良好な市役お也の関税の維持判目 立体道路制度が整備される以前の道路と主l ! 物の おわりに 立体道路制度を活用している事例と

進ぞ凶るための迎切な 制 度と誘導いづ観点から、 一体 的 制ilii の大阪市内における -!. IJ fYIJ としては、五l! しでは、関東では崎玉県利光市の四大手11団地、お

都市計画で地区計画または再開発地 区 計l直lを定 物fJll J として、船場センタ ー ピノレ、朝日新聞社 ヒツレ よぴ|湖西では上記の淡町地区、りんくうタウンなど

め、そのうちの地 区整備計画において、重被利用 等があり、いずれの: 場合も道路側 は|坂村山速道路 が挙げられるが、まだまだ司王例は少な L 、。 百四に

区械 (道路の区域のうち、建築物等の敷地 と併せ である。土地 に対する道路側 の椛 原と しては、 前 も述べたが 、 今後 Ｑ ［ＱＺＮ道路ｬｦ，ｾ備に 主 映 を ｩｬｬ い た ｩ 丙肝 ｬ

て利 JTI すべき区域) 、および建築物等のιl ! 築限界 者は土地所有権、後者1; 1 : . 匁阿賀使用貨俗権としてい だけでなく、重用的な笠r:n利用い、った而からも、

( 立体道路の整備;uニ必要な! k l ! 築または建設の限W) る 。 また辿 ｾ 争バ ｗｬ の権原は、前者が道路 ｦ Ｎｬｕ 二 の ｉＢ ｬ ￯ 月 Ａ 日午 本 jlil肢の柔軟な活用ぞ検討して L、くことが必要 な

を定めることで都 市計画上の位置づけを行う( 郁 可、後者は土地所有権 とし ている 。前者は道路空 のではな いかと考えている 。

計千五ミ12粂の4) 。 当然、位置づけされた区域内で行 間 に! i I ! 物ヵヨt存する形であ り、後者は建物空間 に 薮 内 弘 大阪市計画局計画部開発計画課主査

建築と 社会 ・1994 ，5 15  
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1950 京都市立美術大学助教授

1963 工学博士( 京都大学)
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1982 神戸大学停年退官

1982 神戸大学名誉教授

1992 徹三等旭日中綬賞

16 建 築 と 社 会 ・1994 .5

|一開カれー…
ダザ イン

大 正 7 年 9 月15 日、関西における図案教育の始祖武田五ー の

直 系 の 弟 子 と し て 長 〈 京 都 高 等 工 芸 学 校 に お い て 図 築学 の 研

究 と 教 育 に 携 わ っ た 父 究三郎 の 長 男 と し て 、 現 住 の 大 阪 府 交 野

市 に 生 ま れ ま し た。 父は、主主敬する師武田五ー にあやかつて、

私 に 彼 と 同 じ 字 画 総 数 (18字匝D となるように名付け、自分の果

た し え な か っ た 建 築 家 の 夢 を 長 男 に 託 し た か っ た よ う で す。

しかし、もともと私は建築に対してそれほど興味があったわ

けではなかったので、すが、父の強い希望で、京都ー 中、 三 高、

京大と、エリ ート ・コ ー ス ぞ 無 理 や り 歩 ま さ れ る こ と に な り ま し

た。私 が 一 中 に 入 っ た 頃 、 父 は 文 部 省 か ら 欧 米 に 留学 を命せずら

れ、 二 年近くベノレリン工科大学で、ハンス ・ペノレツイヒの指導を

受 け た 後 、 大 い に 建 築 づ い て 帰 朝 し て 参 り ま し た。和、が中 学 三

年生の時てやす。理 科 系 統 が 嫌 L 、で、好きな絵ばかり描いていて

受験勉強に身が入らなかった私で、すが、 三 高しか受験させても

らえず、重なる失敗ののち、ょうやく合格を果たし、そこで富

家 宏 泰 君 と 出 会 う こ と に な り ま す。

既 に 中 学 時 代 か ら 住 宅 の 設 計 図 を 描 い て い た と い う 彼 と は

違い、当時の私は建築デザ、インへの関心はほとんどなく、「何処

か絵画が描けるところがあれば良いのだが」ということから自

然 に 建 築学科 を 志 望 し た よ う な 次 第 で す。

当時 の 京 都 大学建 築学科 は 、 坂 静 雄 、 森 田 俊一 、村ー田治郎の

諸 先 生 を は じ め 、 講 師 と し て 安 井 武 雄 や 束 畑 謙三 などというそ

う そ う た る 先生 方 が い ら っ し ゃ い ま し た。 ;安; 家 宏泰 君 の音 頭

で、同級の石田正、 n釧 '1宣慾、石原正雄、浜田重即l らの諸君と

マ シ ロ キ

「兵索木会」を結成。 その共同制作として、近江八幡を舞台に

した大 学 都市の計画を行い、 学 内で展示会を ｉ ｾ ｾｊ ｾ 、 たのを，ｉ ￟ｉ ， ｾ 、 出

します。 また、家庭内でも、デザ、インに つ い て 父 と よ く 論 じ 合

った も の で す。 その頃の議論の中から、後のモダニズ、ム研究の

発 恕 の 数 々 が 生 ま れ て い っ たと思います。

| 戦 争 終 戦 そ し て か

京 都 大学 在 学 中の、 fl i'i和 19年 3 月 に 戦争 にかり，' : I : ! ，されまし

た。実のところ軍隊に行くのが何ともいやで、森田先生 に大学 に

残れるようお願いしていただし、たりしたものですが、だめで、大

阪 師 団 司 令 部 勤 務 で工 務 訟 に 寧IE として配属されました。その

後、 B29の 大 阪 燥 幣 で左 腕 を 負 傷 、 入 院 し て い ま し た が 、 敗 戦



て、帰逃してみると、宮家君と私以外の友人達は既に卒業してし

まっており、 二 人 だ け が 取 り 残 さ れ た 恰 好 に な っ て し ま い ま し

た。大 学 は 、 卒 業 設 計 も 卒 業 論 文 も な し で二 人を卒業させてく

れ ま し た が 、 当 時 、 宮 家 君 も 私 も 、 何 も せ ず に 大 学 を 卒 業 し た

の が い や で た ま り ま せ ん で し た。卒 業 後 は 腕 の 傷 の た め 設 計 の

仕 事 は 無 理 だ と 思 い 、 森 田 俊一 先 生 の ご 厚 意 に よ り そ の ま ま 先

生 の 研 究室 の一 角 に 机 を 笹 か せ て い た だ い て 面 倒 を み て い た

ｦ ごくような ｾｲｾ て、いました 。

生 来 グ ー タ ラ で 、 お よ そ 型 に は ま っ た こ と を す る の が 嫌 い

な 、 い わ ゆ る 「 ず ぼ ら 人 間 」 な の で 、 本 来 教 師 は 自 分 に は 不 向

きだと思いつつも、特に自分が強〈望んだという訳でもなく、

自然の流れて、研 究 生 活 へ の 道 を 歩 ん で い っ た よ う に 思 い ま す。

そこで建築論について研究をはじめるわけですが、森田先生は

直 接 研 究 の テ ー マ を 与 え て 強 力 に 指 導 さ れ る 風 な 方 で は な い

た め 、 特 に 印 象 に 残 る 記 憶 は あ り ま せ ん が 、 そ の 後 し ば ら く し

て 教 室 に 帰 っ て 来 ら れ た 西 山 知三 先 生 に は 少 な か ら ず 影 響 を

うけました。当時、皆て、わいわいと何かやろうという雰囲気も

あ り 、 再 出 版 さ れ る こ と と な っ た 建 築 教 室 発 行 の 雑 誌 「建 築 学

研究」の編集を、石原正雄、扇田信と 三人 で 西 山先 生 の お 手 伝

い を し た こ と は 楽 し い 思 い 出 と な っ て い ま す 。 そ の 頃 か ら 、 京

大 増 田 研 究 室 の よ う な 探 速 な 学 術的 な研 究とは違った、現代建

築 や デ ザ、イン、都市や生活環境についての同時代史的 な研究と

不 可 分 に 結 び っ く 窓 匠 論 の 研 究 に 興 味 を 持 つ よ う に な っ て い

きました。

その後、 1950年 創 設 の 京都 市 立 美 術 大 学 に 移 りますが、主任

教 授 の 上 野 伊三郎 をはじめとして宮本皆、吉、近藤1B三 、須田国

太郎、 J諮問重太郎、 小 野竹喬など 、す ぐ れ た 芸 術 家 や 工 芸 作 家

たちと出会い、建築をも含めた造形的センスを磨く機会に恵ま

れました。せ ま く プ ロパ ー な な 昧 で の 建 築 と の 出 会 い は あ ま り

なかったと思 い ますが、自由な雰囲気の中で延び延び、と研究を

行う こ とができたこの時代は、後の自分の研究環境を醸成する

上 で も 武 重 な 時 期 だ っ た よ う に 思 い ま す 。 ここでは、自発的に

「建 築 工 芸 概 論」 という誹誌を持ちましたが、後に安藤忠雄君

か ら 、 当 時 独 学 の 彼 が 、 こ の 税 義 を ヤ ミ で 受 講 し て い た 旨 を 打

ち 明 げ ら れ た の は 驚 き で し た。

京大ぎらいの上野さんから疎外され、ひまが出来たことから

モ ダ エ ズ ム

「近 代主義の建築論」 をまとめ、その直後に神戸大学に移りますカミ

これから モダン ・デザ、インの研究における第 2 のテー? と しての「マ

ニエ リスムの研究」 にとりくむことになります。

神 戸 大 で1ま建築史の講座を担当させられましたが、 当時たま

た ま 大学 院 入 試 に あ ぶ れ た 結 果 、 私 の 研 究 室 の 助 手 と な っ た の

が毛綱毅瞭君で、 主 義 主 張 の 遠 い は あ れ 、 以 来長 い 付 き 合 い が

続 い て い ま す。

設 計 活 動 は 殆 ど 行 わ ず 、 研 究 活 動 が 中 心 で し た が 、 神戸 大 学

時代のはじめ、伴潔先生、嶋田 Jf渉次さんらとヰ11
1戸 市 立 中 央 体 育

館 の 設 計 に 携 わ り 、 こ れ が 私 の 数 少 な い 建 築 作 品 の ひ と つ と な

りました。

| 研 究 テ ー マ … て

私 の 研 究 は 大 き く 別 け て 3 つ の 段 階 に 分 け る こ と が で き ま

す。 1950年 代 一 60年 代 始 め に か け て の 第 I 期( 京大→京美大時

モ ダ ユ ズ l .

代) での 「近 代主 義 建 築 の 研 究 J o 1960年 代 ー 70年 代 に か け て の

第 II 期( 神戸大時代) での「マニエリスムの研究」。そして 1982年

の 退 官 後 、 今 日 ま で の 自 宅 で の 研 究 や 建 築 ウ ォ ッ チ ン グ が 第 m

期というわけで、もはや建築学会 に は 論 文 を 出 き な く な り ま し

たが、: ¥i i ' ; 匠学会 へ は と き ど き 出 し て 参 り ま し た 。 ちなみにこの

意 匠学会 と い う の は 、 前 身 を 関 西 意 匠学会といい、東京デザイ

ン学会会長だった ｊｾ 見勝氏が関西に支部をつくろうというこ

とで、当時その会員だった私たちを介して、京大文学 部 の 井 品

勉 先 生 に 働 き 掛 け た と ころ、話が変って、それなら関西独自の

も の を 別 に つ く ろ う で は な い か と い う こ と か ら 1960年に京者日

で創設されたもので、この意外な結果とな っ た 橋 渡 し 役 に は な

殺 が あ っ た と 自 負 し て お り ま す。

| 建 築 家 建 築 界 叫 し し て

わが国の特殊事情として、もともと日本の建築ジャ ー ナ リ ズ

ム は 、 建 築 作 品 や 建 築 家 に 対 し て 批 判 が 少 な い と 恩 わ れ ま す

が、特に、ポスト ・モ ダ ン が 百 鬼 夜 行 の よ う に 出 て き た 80年 代

の建築には問題があると，思います。センセーショナノレなものが

多 く 取 り 上 げ ら れ 、 商 業 主 義 的 な も の が 持 て 脱 さ れ る 一 方で¥

建 築 ジ ャ ー ナ リ ズ ム が そ れ に 対 し て ほ と ん ど 批 判 ら し い 批 判

を4子ってこなヵ、った点に問 J必があると，思います。

今日、磯崎新や黒川紀主主のように「コ ミッショナ ー」とか「プ

ロデューサー」などと称する、いわば建築設計におりる手首白市の立

場 に 立 つ 人 た ち が 出 て く る の が 新 し い 一 つ の 風 潮 の よ う で す

が 、 私 は こ うした行為は批判されるぺきではないかと忠、いま

す。何 よ り も そ こ に 、 よ り よ き 環 境 形 成 に 対 す る 意 欲 が 感 じ ら

れ な い の が 問 題 だ と 思 い ま す。また今回、ポスト ・モ ダ ン の 流 れ
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の 中 て ¥ 建 築 デ ザ、イ ン に は 消 費 的 な 風 潮 が 強 〈 、 か つ て の タ イ

ム レ ス 的 な 線 が 見 失 わ れ て デ ザ イ ン の 消 費 に 終 始 し て い る と

思 い ま す 。 ま た 、 最 近 こ う し た コ ミ ッ シ ョ ナ ー た ち に も 見 ら れ

ることですが、 一 般 に 外 国 の 建 築 家 を 起 用 す る ケ ー ス が 増 え て

いるのも問題だと，思います。例えば京都駅や奈良の再開発のコ

ン ペ の 応 募 作 品 な ど を 見 て ふ も と も と 精 神 風 土 や 造 形 感 覚 を

異 に す る 彼 ら の 作 品 が 日 本 の 古 都 に マ ッ チ し て い る と は 到 底

考 え ら れ ま せ ん。 そこで i l J 見豆巨人猷」という 言 葉 を 思 い 出 し ま

す が 、 大 国 日 本 の ナ シ ョ ナ リ ズ ム の 泉 返 し と し て ま だ ま だ ヨー

ロッパへのコンプレックスが残っているのではないでしょうか。

ま た 、 わ が 国 で は 、 い ま な お 建 築 家 の 社 会 的 地 位 が 諸 外 国 に

比 べて極端に低し、と忠、います 。こ れ は マ ス コ ミ な ど に も 端 的 に

見 ら れ る よ う に 、 日 本 の 社 会 が 全 般 的 に 建 築 文化 なるものをほ

と ん ど 理 解 し て い な い と こ ろ が 大 き い と 思 い ま す 。これ こ そ私

が一 番 「 な ん と か な ら な い か / J と思うことです 。 日本てやは、

「手日魂 洋 才 J ( 西洋の器に日本の魂を入れる) という 言 葉がある

ように、明治以来建築家の仕事は、文化として 社会的にほとんど

認 め ら れ て 来 て い な い と い え ま す 。 ヨーロ ッパで、は、建築家の

名 前 の 付 い た 通 り す ら 見 ら れ ま す が 、 お よ そ 日 本 で は 夢 の よ う

な 話 で ¥ い ま で も 「 建 築 家 」 で な く 「 建 築niliJ ー「設計屋」と

いう考えが Ｍ ｾｊ 生です 。 しかしアートの方は活 μ 、 ます 。 例えば江

戸 時 代 の 「 絵 師 」 は 今 日 、 芸 術 家 と し て の 社 会 的 な 地 位 が一 般

に 認 め ら れ て 来 て い ま す 。

街 並 み や 長 組 と い う 言 葉 が 取 り 沙 汰 さ れ て 久 し い 昨 今 で す

が 、 大 阪 市 や 村戸 市な E 彫 刻 を 道 端 に 並 べ た り 、グ ラ フ イ ヅ ク

デ ザ イ ナ ー に 街 並 み や 楕 の デ ザ、イ ン ぞ や ら せ た り し て い る 例

か ら み て も 、 建 築 文化 に 対 す る 無 理 解 さ が よ く わ か り ま す 。都

市 景 観づ くりについて、そ こに 全体 を 取 り ま と め る 人 も い な い

し、何 か ア マ チ ュ ア の 小 手 先 だ け で や れ る も の と 考 え て い る よ

うに忠、われます 。日 本 に は 街づ く り の 伝 統 が な い か ら か も し れ

ませんが、やはり餅は餅屋の目を? とおして、街並みを つ くる こ

とが必須 の要件だと JEI います 。例 え ス ト リ ー ト フ アニチャ ー の

ようなほんの些紺! なものであ っ て も 、 こ れ も 大 阪 市 の 街 路 に 見

られるように、 全 体 と の 調 和 を 図 ら ず に バ ラ バ ラ に デ ザ イ ン し

てい っ たのでは、よ し、 街 並 み は 出来 ま せ ん。 そういうな l床て¥

街 づ く り は 建 築 家 に や ら せ た 方 が 良 〈 、 こ う い う と こ ろ に こ そ

建 築家 の コ ミ ッ シ ョ ナ ー と し て の1ill) ) 告 が も の ぞ い う の で は な

い か と 思 い ま す 。 しかしこの場令、モダ ニズ、ムの思恕の核とも

いえる「知名性 」と い う デ ザ、イ ン の 線 か ら考 えて「建築家 なし

の建築」 の方 が む し ろ 街 と し て は 良 く な る と も 考 え ま す 。有 名
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な 建 築家 が 勝 手 に 周 辺 の 環 境 に 調 和 し な い よ う な 個 性 の あ り

すぎる建物をつくるのがし、けないのではないでしょうか。そう

い う な l床では、内弁昭j蔵氏がディレクターとして手がけたベノレ

コリーヌ南大沢など数少ない成功例だと忠、います 。

私 は 、 久 し く 大 阪 府 の 文 化 財 保 諮 審 議 会 の 委 員 を 努 め て 参 り

ましたが、 f呆謎すべき建物がどんどん壊されていってしまい、

そ の 数 が 少 な く な っ て き て い ま す 。 ま た 、 代 表 と し て 丹 下 健三

氏の旧東京都庁舎の例に見られるように、モダニズムの建築てや

も、最近はどんどん壊される 事 態 に 立至 っていますが、 当 の 設

計 者 た ち は そ れ に つ い て ほ と ん ど 何 も 言 いません、 一体 ど う 考

え て い る の で し ょ う か。 最 近 の若 い人達 の考 え方はよく知り

ま せ ん が 、 考 え 方 も 建 物 も い つ ま で も 残 る し っ か り し た キ パ ン

の 上 に も の を 作 っ て い く 必 要 が あ る と 思 い ま す 。そもそもア ー

ル ・デ コ が も て は や さ れ る 今 日 の 「お 飾 り 建 築 」 オ ン パ レ ー ド

の 今 日 の 浮 わ つ い た 傾 向 ・風潮l、 そ れ が一 番 気 が か り で す 。

味趣

い ろ ん な こ と を 同H寺にゃれない性分なので、現役H寺代、やり

た く と も や れ な か っ た絵にもっぱらうちこんでし、ます。 油 絵、

水彩画、水量 画等 、アレコ ν 楽しんでし、ますがストレス解消に

は何よりです。 その他 趣 味 としては、陶磁器鑑賞や映画や庭園

などですが、旅行もまた若い頃から大好きてい、洋の東西を問わ

ず 、 よ く い ろ ん な 所 へ 出 か け て 行 っ て、建築ウォ ッチ ン グ を 楽

しんで参 りましたが、これは 当分 ま だ ま だ 続 け て い き た い 七 考

えています。

*  

今も各地を訪れ精力的に建物ウォッチングを楽しまれるという先生の

自に映る現在の建築の状況は相当に厳しいものがあった。端々に出 て くる

鋭い切り口の辛 口のお話は 久々に痛快ではあったが、先生の時代の財産を

受けつぎ、担っていく我々に問われ、課せられた問題点の重要さを改めて

感じることにもなった。いつまでもお元気で過ごされ、現代を叱時激励し

つづけて頂ける事を願わずにはいられなかった。

文責 佐野 洋(編集委員/ 日本設計) 伊疎郁郎( 編集委員/ 日建設計)



平 成 6 年 度 の 事 業 計 画

- 平 成 6 年 度 事 業 計 画

平成 6年度の事業計画は、 tJ副Zの社会 ・環境の情勢に対応して、

引続 き、計画 ・環焼調査などの受託、新館を活用しての技術研修な

ど、さらに多様な業務の鉱大に努めます。

また、当財団創立30周年( 昭和39年 4 月設立) を記念して、この秋

に 「創立30周年記念祝賀会」など の記念事業も実施しま す。

その他、自主調査研 究及び行砂トを含む関係機関との技術交流も推

進し、職員の投手f < i ' 水準の向上と研鈴に努めます。

1 . 受 託 試 験 等 事 業

受託説得た業務は、 tお庄の建設業界の動向及び、過去の受託状 況等 』こ

加え、新たな需要に応え るため、試験設備 ・機器の獲備を行い、各

分野の業務を実施しま す。

また、受託調査研究業務は、前年度に続き、環場長生建築技術の

調 査 研 究、コ ンク リート充填フレーム の開発研究などを実施しま

す。

2.  自 主 研 究 事 業

当官i¥! J l ! 主所が行う、また、仙機関と共同して行う調査研当官十画の主

なものは次の とおりです。

ＨｬＩ鉄筋 コ ンクリ ート 柱 ・ 梁接合昔日の 耐力と 変形性能に関する ｦ 附 ｾｔ

的研究

特に梁の曲げ降伏が先行した後、接合部川え、ノレがせん断成主衷する

崩壊型をもっ柱 ・染架杭を声明主として、その変形性能ないしは所要

の変形性能を確保するた めの桜合部ノザ、ノレのせん断 強度を1iJ1i'，;j;斤的

に明らかにする 。

(2) *JJ 英による延;焼防止に関する実験的研究

京都や奈良などの伝統木造建築物 (111] 家) 保存のキ見点から 、防火構

造なみの性能を与えるために、実現性および有交711全が高いと考えら

れるドレンチャ ー設備を用いた散水式水 JJ 莫装置による延焼防止効

果 引 綿iする。

(3)ゆるい砂地盤における i支い碁縫の動的 ・静的支持力に関する 実

験的研究( 継続)

(4湛本形建物の変動圧力分布に関する研究( 拠続)

(5昨石粉使用コンクリー卜の開発研究( 拠統)

3 . 審 査 ・ 研修 等 事 業

木年度も 引続き 、 次の事業主? 実施 します。

( l 耀築主事の諮問に応じて、当所内に常設されている 「建築技術

安全審査委員会」 に諮り、高きが45111を超え 60111以下の高層建牧l等

の安全性の審査 ( なお、 当委員会は、毎 月 1 回聞かれる常任委員会

において申込案件を審議します。平成 6 年度( 前期) の常任委員会の

l矧催日は、次のとおりです。6/15、7/20、8/23、9/21)

(2) 大阪府や兵庫県が定めた「コンクリート工法に| 到する指導要

綱」に基づくコンクリ ート 工法Ｑｩｊ ｦＨｉ ｾ

財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

干565 吹田市藤白台5-8-1

TE L. 06-872-0391  FAX. 06-872-0784 

業務時間 9: 00ー17: 15(土曜休業)

欝轡機織鱗鱗物端機欝鶏

(3滑材の巡回採取と 事防災、生 コン工場などでの品質管理の監査

(4)JI S表示許可工場での公示検査

(5)緊急災害調査 活動副主主告訴!整

(6) 関係、行政機関又 は 建 設関連企業からの依頼に応じ 随 H寺必要 な

委員会を設置する受託調査研究事業

( 7 x 初日本建築材料|説会と共催の建材研究会

4 .  方包言受: 室主イI筒

従来から祁越している部験業務の省力化、迅速化を中心に作業環

境の改普等を図るための施設拙加をナ行います。

当試馬好斤は、建築に関する公的試験 ・研究機関です。現在のF尉哉は、

下回のとおりとな っており、建築に関する試験 ・調 査 ・研究につい

て各分野が個別にあるいは相互連繋し総合的にお応えします。

本 所( 大代法) 06- 872- 0391 

工事用材料試験室

Ｎ ［ 検査室 ・ 土 ￯ｾ Ｚￆ側節 ＱＱ ＱＢ ＱＨ代 表Ｉ 06- 834- 0561 

ベ 日 号 案 内 | 大 淀 分 室 06- 351- 7217 

明l 分 筆 0722- 44- 3912

} j ¥者11 分 室

1m 古 川i 分 室

お か げ さ ま で30年

075- 622- 0713 

0794- 35-5811 
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いつどんな時に?

どんな場所で?

どんな人々が?

S A F E - S T R・D E@

N O N - S L I P ?  

ア メ リ カ で は 年 間 約900万件、日本でも年間約15万 件 以 上 ( 厚 生省による) の転倒事故が

発 生 し て い ま す。 原 因 の 多 く は i骨りやすい床、雨の日や濡れた場所で、の事 故で、す。

セ ー フ ス ト ラ イ ド ・ノ ン ス リ ッ プ は 大 理 石 や 磁 器 タ イ ル 等 の j骨 り や す い 床 や パ ス タ ブ

等 で、の転倒防止のためにアメリカで研究開発された、 トリートメ ン ト技術です。

20 建築と社会 - 1994. 5

NI S S0  KEI  

日本相互警備保障株式会社

セーフストライドノンスリップ事業部

東京都新宿区大久保2-7-1

お問い合わせは

富06・304-8824

雲03・3200・2141

霊022・295・3569
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床すべり止加工 日本相E 嘗備保障株式会社

関西支底大阪市淀川区西中島7-8-17 〒532

ｗＺＮＯｾ 第 Ｕ ピ ル Ｔ 陪Ｉ

TEL.  (06) 304-8824  

新建材紹介コーナ-

210 
一
一

一
一
一

一
一

8 AF E  

8TRI DE 

- - 本 it JI[J j ( 郎新宿区大久保2- 7-1 干169

TEL .  (03) 3200-2141 

日本建築協会建材委員会

。 ーー はじめに

安全産業の事業領域が拡大してきた、事HIffと

いう緊急、危 機 回 避 の 分 野 ぞ イ メ ー ジ す る 業界 は

速い過去のものとなったのである。その方向刺lは

三つある。第ーは衣食住 い、う 空当舌空間の 中 での

リスクマオ、ジメント。第二は空気清浄機や浄水線

などの自由{ 斜章。第三は、 I S09000などのような

商 品 自 体の安全基準を 中心とする基本的保障の

方向性である。

今 回、 紹介する 『セーフストライド ・ノンスリ

ヅプ工司J J は、 j末での防?' m.を目 的とす る点で、リ

スクマオ、ジメン 卜の方向性を持ち、生活空間 に お

いては人間が歩くための土台である床に者目し

ている点て自由f呆障の方向性を持ち、施工技術及

び使用ケミカノレの安全性から基本(1勺{ 劉俸の方向

車111 も昔前えているといえよう。

概 要

商 品 名 ・セーフ ストライド ・ノンスリヅプ

・・・床面防符i工 事

メーカー : セーフスト ライ ド・ プ ロダクツ

ｬ 仮 ｾ Ｇ ＿｣ 元Ｚポ ー テ ック ・ インターナショナノレ

輸 入 総 代 理j苫 ・日本相互警官ih保 協 同 司会社

;>J_¥: 

材 料 : 形態 液 体 4程( 弱酸性・ペーハ - 6 )

色 ピンク・ホワイト ・グリ ーン・フツレー

胞 工方法 : }京液を希釈 ・曹司合のうえ胞工

施 工l時1111 :  2  - 3  h/ 100m' ※ 施工後、 1吃燥の必 要

なし

対象t材料 : 応 材とし て使用される

自然石( 大磁石 ・御 影 石等 )

タイルＨ際総質 ・ 陶ｾ品質 ・ 妬務質 ・ テラソ等Ｉ

コンク リート材 ・モル タ ル 材

ホーロー・エナメノレパ、スタブの床面

※ 樹脂 ・コーム等には、反応せず。

@ 一 一 防 j骨効果の しくみ

セーフストライド液剤は、ある 一 定時 11日石材に

塗布することによ って、石を忠邸主Eする彼数の物質

仁科 学 反応を施し表面 の ｝ Ｑ 手 状 ｾ変 化 させる。月 ｉ ｊ の

表現てやいうならば、 j肉食させる のである 。

そ の結梨 、 今までの ｼ 坊 ｈｾｉ 牧術として詞可而されて

いる 塗 り付けによる表而処理lや強制処理では不百

能なミクロ ン単 伎の凶部を、状況に合わせて作る

ことカ句TfiEになる。

この凹昔11は、石材 の 表面に1，; " *7 ミク ロン、故

小 2 ミクロ ンのi架きでランダムにでき主 とし てそ

こに溜まる水の 表面張力によ って、 l樹祭* -、数を73

めている 。

@ 一一 数 値 評価及 ひ確 認

現泊二認知されている、A S T Mによるこの商品の

詞可而は下記( 表 1 ) の通りである 。

また、圏内の建築基準に使用されている B. P. N

値は、また計測されていないが、五ぶ丘 IN A X等 で

B. P.N値と合わせて使用している。C. S. R値 は計

測されている ので、記載しておく。(表 2 東 京工

業大キシト野研究室 笑 験 データ参 照)

表 1 AS T M試験結果

また、 『 十 Ｇｬｩｬ る ・ 滑 らな ｾ Ｇ ｊ の や ｊｉ 析は 『 人 の 感ｪ，ｾ 誌

が大きく関与する。この工事は最終的 に 施主に確

認を{! PE!'検収する形態をと って いる。 しかし r! d

ぬ は 人 に よ っ て 剤 耐 が 災 な る 。 今 後 、 胞 工 後 の

性 tm確 認 を 客観 的 に評 判 で き る 方 法 の開発 が 期

待ーされる 。

。 一一一あとがき

実際に施工した床材と施工していない床材 を 見 比

べてみると、タイルにつ いては迷いが分か らな し、。

ノドに ＿ ｾｊｊ ら して比 ＩＱ 攻する ことで｜や っ と ｬｩ Ｇｻ ｴ ＢＧｦｦ忍する こ

とが出来る。鋭商士仁仁げの大型石の場合は、若干

光沢が百u羽れこなるため遠いが分かる場合はある

力害、コーテイングやノ f ーナー付ゴ二げ、マットを! J j文

〈事とよじ絞すると費用 ・耐久 性 ・正i備 労 力 ・美観

等かなり期待できる商品ではある。

E玖ム庇は比、 E既死存の建築物に対して

Jλ Ji : として展|日附3持刻f.1しているが、ノンスリップタイル

ー タイノレ紫材として生J蔓しれ 、〈展開も 考えら れ

るので. はないかと忠、う。

『セーフストライド ・ノンスリッフ。工 IJ_¥: J 1;J: 日本てや

どのように展|刻していく の か ?

安全と美の融合す る新しいエリア の商品 として注

目すべき商品のひとつである。

松 本 章 / 建 材 委 員

表 2

0 - 0. 5 滑る 0.5以 上 必 本 的 安 全 基 単 2 - 4  

S AF E- STRI DEに関するC.S .R

5 以 上 基 本 的 安 全 基 準滑る

他の工法との比較

防滑処理方法 コーディ ング方法 バーナー仕上工法 セー 7 ストフイド

E 剖 ・i ｾんへ 吋
ノンス リy プ仕上工法

「' V V 'ペハ'1

美 観 ;!>，材がii"!ーかせない 紫材が活かせない 目視による変化が少ない

安ｾＩ 栄 町維持 コーディ ン グ塗料の Ｑｦｴ 粍 ｉｾ 凸部分のl伊Jf. !度 石材自体のtt 緋H立

F出 r晶 ￥3. 000/m咋向後

￥20.000/ m'll 可後

￥5. 800/  m'jiir後

※張りをFえ工事の場合

剥がれが生じると、ゴ ミ

凹部分が広〈、ゴ ミが溜 フラ ットな石と殆ど変
術 生 前 が付;{i しやすく、とれに

まり易〈、消帰しにくい わらない
くい

床面をビーズを含んだ 石材の表面を凹凸に仕 石材の表面に ミクロ ン

主主料で襲うことで凹凸 上げる. が、もともとの 単位の凹部を作る. もと

を作り 1ft 線係数を向め 石の表面は、皆無となる の石の表蘭が多い状態

ている . ｾ主料によ っ て防 ため石の1ft 鍛I良は 7 ラ の処理のため、耐久性が

計? するのだが、石材と盗 ットな石の1ft 鍛皮より 高い. また、凶部がミク

総 Ui 

料の革、沼性朕厚状況に 低下する. また、而が粗 ロン単位のため、ゴ ミが

よって耐久性に線組が いためゴミが淑まりや 入りにくく通 Ｇ￬ ｩｾ Ｇ のメ ン

あり、また剥がれが生じ す〈美在J I . 及びメ ンテナ テナ ンスのみで却J採が

た際の衛生面も課題と ンスの而で諜組が残る. 持続する. (医'Il 、2 者11

して残る. 立工業技術セ ンターデ

- :1参JRO

※今までのsji 滑の原理ー石材の表面を門凸にすることで、床の表面との接触部分に引 っuトかり

をつくり l若様係数を高める.

セー7"トライドノンス '1ップ工事 石材の表面に凹部を作り、そこに締まる水の表面張力によ って燃機係

のsji 滑のIr.( 理 数を高める.

Hl  質 状 態 未強布 存在 布

ラ DRY  0.50 0. 75 

ヲ ，<

;t I 1 WE T  0.32 0. 95 

リ レ DR Y  

| ザ

0.35 0. 58 

WE T  0.22 0. 77 

ラ DR Y  0. 43 0.48 

セ

，<  

ラ | WE T  0. 22 0.82 

、、、

y レ
DR Y  0. 30 0. 38 

ク ザ

WE T  0. 15  0. 77 

図 1 未斑草里 図 2 郷里後
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組 合 せ の 妙 |  

組合せによってどこまで、、一つ一つの単品を超えた利点を獲得す

ることが出来るのだろうか。 3 月初に韓国へ行った。 この国の秘策

は組合せの妙にあると思った。646年倉 IJ 建の通度寺を見た。壬辰の乱

てや焼かれ1600年代前半に再建された韓国三大名刺のーって、ある 。修

理が進んで、倉IJ 建当時を想わせるように色あざやかに出来ている。 こ

こには色彩の妙がある 。色とりどり という状況は、現イー明 11市にあっ

ては、何も韓国に限ったことではない。 しかしこの国では、信念と

して何かにつけ組合せの妙を探しているのではないかと思った。単

品0) 持長を生かし欠点ぞ他のもので清白う 。更には二つのものを組合

せて別のものを作るい、う、まるで干ヒ学反応、によって新素材を創り

出すカ、のように考えたデザ、インのか法であると思った。通} 支寺の境

内を流れる 渓流の河原の石! ; : J : 、黒色と薄茶の白色との混合である。

従って通度寺の参道の敷石には、この二色の組合せの妙を示す模様

がある。近代は混ぜものを嫌った。純粋であることによる研ぎ澄まさ

れた鋭さを競った。現代の複雑さを読み切って、単品では得られな

い別のものを見出すことが出来れば、明日に繋がりそうである 。 こ

れは複合の桜守を単に明解に示すとし、うものではない。むしろ反応

の後の姿を示すものでなければならないだろう 。

河i霊 耳恋 京都工芸繊維大学教授

「建築非( 信志.J V OL. 109.  3 月号と r SDJ }]IHIII .  

No24は、期せずして劇場持集号である 。前者は、

プロデューサ一、演出、舞台美術、照明、 j寅劇

史 家 ・俳 優 : 諸氏の劇場論、後者は、さまざ、ま

な劇場の実例が掲載されていて、大変興味深

い。然し、演じるイJ ! IJの、ホーノレに対する詞中lは

総じて慈〈、所開i寅しものに、ジャストフィッ

トする主十は少ないようである 。現在の演劇l

は、 1960年代後半、アングラ i寅j剃の出現を契機

に、所言問f泡長のプロセニアム i実感IJ から、 一 挙に

多種多J様化してきてし、る 。 一方、 80年代以後、

全国の公立ホーノレ施設は、 2000ヶ所ともいわ

れ 、 舞 台 機 株 音 響 、 客 席等、ハイテクぞ駆使

した立派なものが多いが、公的性俗上、複合機

能をもたせた、 プ ロセニ アム型の、プロ トタイ

プを? とったものが多い。私事で恐お訂、あるが、

1955年前後、 3年 間 ア マ チ ュ ア 劇 団 に 入 札 裏

方( 舞台監管 ・大道具 ・! l 項目月) から、 イ非{亙: (大

根 ・2.5枚目) までを経験した。当時、新劇全

盛時代て二大道具から脚本に至るまで、マニ

ュアノレ通りの時代で、勿論プロセニアムの中

で¥キチンと納まるわけであるが、それで、も 1

回 ｉｾ 艮りの公演のために、ホーノレを 替えることの

難しさを痛感したものである 。 その頃の滋かれ

た様な情熱を、懐かしむために、又、劇場と演

劇 の 互 に 触 発 し 合っているさまを見るために

も、せいせ九、 1: 1: ' 防、けたいものてゃある 。

山下 勝 双星設計代表取締役社長

大阪府の人口はここ 2、3年873万人て、停滞

若しくは減少しており、ここ 5年間の年齢別人

口の祖会移動守見ると、値i} j き織りの30代、 40代

の担税カのある世幣主が隣接府県に流出してい

る。大阪府の活力低下が危倶される所以である 。

人口の流出亦慌の一環としての住宅対策は、借

家であれ持家であれ、まず府民が適正な住居費

負担で定住できる規模の住宅を確保する事に

ある 。 その処方築としては、土地の高度・効率

的利用による、適切な家賃のファミリ一向け賃

貸住宅の俗芸品合や良質な中高層分譲共同住宅の供

給などが主体となる 。 もし戸建住宅でそれを考

えるとしたら、戸当りの芽吹1也をできるだけ切り

詰めながら良好な環境を図る、 いわゆる最小限

主知也の住宅となる 。

建築家で、大阪大学の 東 孝 光 教 授 の 設 計 に

なる「搭の家」と 言 う最小限』如也に建つ住宅は、

優れたデザ、インの作品としてつとに有名である 。

街をスプローノレさせた諸惑の中町Eの「建売住

宅」。いずれも最小限敷地に建つ事に於いて、同

意。 しかし本質的には異なる 。

これ迄の新しい試みに、ゼロロットノ、ウスや

一 団地の総合的設計による「戸建集合」がある 。

もう 一歩進めた優れたデザ、インや居住性の高

い、高密な戸 建築 合 に 拠i技できないか。何事も

創 立 ・工夫の大|坂魂。新しいチャレンジに期待

しt:. ｾ、 。

笹川敏昌 大阪府企業局内陸整備部長

|  図 は 口 以 上 に 物 を言 う

- . 1 ; ' が丘、英語圏以外の建築家と打合わせをする機会があった。打 合

わせのブ市」ーは、図面上をお互いに音信在てなぞることであ ったが、十

分ではないにしろ、立派に怠志疎通ができるものだと 笑感した。図

や絵のもつm報の普遍性は人類の共通のものだからであろうか。

例えば、アノレタミラの壁画は|侍聞を超えて、我々に原始の姿を伝

えるし、ポイジャー 2 号に搭載されている人類と太陽系を示した図

は、 H寺空をナ超えて、未知1なる 宇宙人へきえメッセージを伝えようと

している 。

我々は建築設計図とし、う、世界の共通言 語を持っている 。 この共

通言 語はものをつ くるとし、う共通の目的意識をも っているので、 一

つの点て、も、一本の綿でも独立したなl床をも っていることに特徴が

ある 。 さらにこれを視立て情報交換するので、非常に伝達時聞をも

短かい。 したがって、先に述べた打合わせも可能になるのであろう 。

こうして見ると我々は、例え口は動かなくても 、この建築設計図

を通して、よりグローパノレな世界で、怠志交換 ・情 報交換ができる

しあわせな職業についてい. ると大いに自負できるのである 。炉、そ

れとともに、 一つの点、 一本の線が、口の代わりになることを充分

に認識して、図面を作成せねばならないと改めて図面作成の丞要さ

と責任を痛感した次第です。

藤崎安弘 側奥村組建築設計部長



特

NI8 HI 仁〕東京支庖ビル 小 林 恒 小林恒建築研究所

日本精線クソスタルホール 小南一郎 小南一郎建築研究所

集

Y MC 技術開発センター 長瀬博一 長瀬建築研究所

玖 珂 町 ・東部地区コミュ二ティセンター 村重保則 村霊保則+ 現代建築訟計事務所• 東京都多摩動物公園ウオッチングセンター 川鉄エンジニアリング

大丸神戸后南館 双 星 設 計

h ・
土管の家 芝吹千昭 フリーハンド C o，

A  I 邸 田中啓文 田中啓文総合建築研究所

E ヨ
靭 公 園 集 会 所 塚口明洋 塚口明洋建築研究室

貝 ランプラス嵯峨 浅 野 裕 建築計画A & A浅野設計室

作

広島県立びんご運動公園健康スポーツセンター 小西吉太郎 ・小 西 郁 吉 小西建築設計事務所

宗教法人トゥルース教新本宮 黒明節夫・西村善郎 ジャス

ロ
沖美町ふれあいセンター 山田 保・上定正張 山田保建築設計事務所

ロロ Y 邸 岩本貞主主 岩本貞幸建築・都市研究所

曹洞宗円蔵院本堂 森島照雄 森島建築設計事務所

パンブー離宮 浅野昭夫 浅野建築設計事務所

(1品柏町! イ、j，;1l

け に l司カ、コて二

私 た ち の 仕 事 は 、 明 日 へ の 希 望 を 膨 ら ま せ て 、 毎 1:1の作業に打 込 み、 出来

」ーがった作 品 に は 思 い 入 れ が 多 い も のです。

この様なことから、今回初めての会員参加l企画に相応しいタイトルとして、

表 記 の題 名 を 選 び ま し た。 I JJFj臼 j とは 明 るい H なのです。

この企画て‘ は、会員各位に掲 載 費 用の ご 負 担 を か け ま せ ん が、 経 費 卜，の 1111

題 も あ り 、 作 品の写真と コメン トの 提供を項き 、)坂もモノ トー ン で 対 応 す

ることとしましたので、果たして期待しただけの応募が項けるか、また、

多すぎて拍 11提出来 な い も の が 出 る の で は な い か な ど 、 編 集 {J!i J にも 心 配 の 極

は 尽 き ま せ ん で し た 。

しかし 、会 員 各 位 の ご 理 解 を 得 て 、 力 作161弐の応募を TfI き、ご紹介出 来る

こ と に な り ま し た。 編 集関 係者 一 同 感謝 申 し_I ' ，げる 次 第 で す。

私 と 致 し ま し て は 、 も う 少 し 広 い 分 野 ( 例 え ば 、 修 景 ・造 |銅 ・彫 刻 ・イン

テ リア 等 ) か ら も 応 募 を 項 き 、 バ ラ エ ティーに;年んだ構成にしたか ったの

で す が 、 そ の 方 而 の 応 募 を T頁 け な か っ た の は 淋 し く 、 次 の 機 会 に は 是 非 の

ご参加をお待ちしています。

編 集 委 Li 会 委 1i J毛・荒 井 清

建築と社会 ・l 捌 5 23 



NI 8HI O東京支居ビル

東京J工戸川区に建つ某家具メ ーカーの

ためのショールーム機能を持った専用

オフィスピルである。異常な程に変形

した敷地は道路紘張計画によるもので

あり、この建物は将来は交差点に面す

ることになる。

クライアン卜からの与条件は快適なオ

フィス空間であることは言うに及ぱ

ず、健全でありながらランドマークた

る建物、そして 20数台の駐車台数の確

保である。地下に駐車装置を組み込む

にはあまりにも地盤か悪〈、 工事費も

掛りすきる。試行錯誤の末、パーキ ン

グタワーを抱え込んf三Rであるが、基

準階では何とオフィス面積の約半介を

草の為に削除したことになる。

敷地の変形した部分に屋内階段やエレ

ベータ一、 トイレ等のコア部分のすべ

てを配し、矩形の部分はすっきりとし

た事務室空間としている。その様に言

えば簡単に納まっているように思える

が、防火区画や遊葉邑との問題等でプラ

ンニングには可成り苦労した建築であ

る。法的なものによる建物全体の高さ

制限、上層の階には大空間をとらねば

ならない条件等により、車の進入はス

ロープにより半階分下げてある。その

結果生まれたメザニンはエントランス

ホールと繁がり、余裕の空間をつくっ

ている。このスペースは待合を兼ねた

ノてーコーナーとして利用されている。

4紛宣的には SRC造を採用し、打放しの

コンクリートボックスは北面を大きく

開き、開放されたカーテンウオールと

なっている。アルミニウムで惰成され

るフレームは外側に大きな格子グ リッ

ドを持ち、天空に溶け込仁が如く輝く

シリンダーのタ ワーと共にフ ァサード

を特徴づけ、建物自体のサイン化を図

っている。 (/J 、林恒)

所 在 地 東京都江戸川区東小松川 1-8-9

殺 言十 小 林 恒 建 築 研 究 所 小 林 恒

施 工 銭 高 組 ・村 本 建 設 共 同 企 業 体

敷 地 面 積 316 . 53m'  

建 築 面 積 180 . 73m'  

延 床 面 積 1，549 . 94m'  

構 造 規 模 S R C、一部 R C、B I F、9 F

工期 ＱＹＹ Ｒ 年ｼ月 ｾ ＱＹＹＳ 年 Ｙ 月

写真樋影 関谷正昭( アーキメテ'ィア)

24 強 第 と 社 会 ・i 捌 5

南 側 外 観

小 林 恒 建 築 研 究 所

エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル



日本精線クリスタルホール

この建物は、大手ステンレスメーカーの厚生施設として、大阪

空問同同社工場敷1也内に建てられたものである。 I 階カ吐員レ

ストラン、 2階がアスレチッククラブ ・研修諸室という構成と

なっている。計函に際しての大きなテ一マの一つは

内というコンテクス卜を得難い口ケ一シヨンの中で、如何に建

築を成立させるか" ということでーあった。本計画では、この敷

地に隣接するグランドとテニスコートを取り込み、このエリア

を工場内のオアシスゾーンとして一体的に緑化劃精し、その中

の核方信量としてこの建築を位置づけることで、この場所に根付

かせようと試みている。この建築は、 6. 5Mの平面基本グ リッド

の中に、半径が異なる 2 つの円を立体的に挿入させた空間構造

をもっている。そしてこの基本グリッドと、挿入された曲面壁

は、グランドとこの建物の問に中間宮康或としてのプロムナード

空間を生じさせている。このエリアへのアプローチ空間、 |階

レストラン前のエントランスフラザ、それに続く曲面壁に沿っ

て登る大階段、 2階のテ'ッキ空間、奥のテニスコートへ継がる

路地的空間等… … 。これらは、この建築と、グランド ・テニス

コー卜を有機的に連繋させ、この建築をこの場所に根付かせる

と共に、このエ リア全体に空間のゆとりと変化をもたらしてい

る。 ( 小南一郎)

所 在 地 枚 方 市 池 の 宮4- 17- 1

設 計 小 南 一 郎 建 築 研 究 所

施 工フジミビルサービス

敷 地 面 積 108 ，563 . 79m'  

建 築 面 積 690 .9 0 m
2  

延 床 面 積 1，119. 57m'  

術 造 規 模 S 、 2 F

工期 ＱＹＹＱ 年 ＱＱ 月 ｾＱＹＹＲ 年 Ｕ 月

写 真 撮 影 古 田 雅 文

小 南 一郎 建 築研 究所

建築と社会 ・1馴 5 25 



Y MC 技術開発センター

小松市東方の高台 l三広がる工業と住宅の為の平坦

造成地のー函。背後にゴルフ場である丘陵地、遠

望すれば白山の山系が達なる。 自然( 光風緑、

1似お景境独自の眺望等) と親和金制寺った、ゆと

り・潤いのある人間的空間の創成を願う 。中庭 ・

図庭・小広場等の外部空間と室内との、機々のつ

ながりを図り、単一ウ' ォ リュームの建物でなく、

分節化された復合体としての構成となった。それ

はまた機能上の必凄から由来するゾーニングに依

; 処するものでもある。開火力、ら春先までの北陸特

有の低〈垂れ込めた雲そして雪空。雨の多いウ

エットでグレイッシュな風土性。そんな中ではコ

ンクリート打放しの表情は、曇天や雨天時、特に

霊〈湿ったものになりがちである。そこで機4 の

外部空間に緑や白砂、多様な建築の形態とアクセ

ントとしての屋根、サッシの緑青色、要所に巡ら

せた淡茶色のタ イルを配した。内部にあっても、

材質や色調、種々の光の取り込みが空間に多様な

陰繋を与え、内部と外部、複合した棟の全体が生

彩ある衰情を保ち、響き合うものを求めた。

Ｈ長ｾ樹専一Ｉ

26 建築と社会 ・l捌 5

所 在 地 石 川 県 小 松 市 国 府 台 5 - 28 

2笠宮十監理 長 瀬 博 一 建 築 研 究 所

施 工 真 柄 建 設 北 陸 支 底

敷 地 面 積 33 ，074m'  

建 築 面 積 2 ，03 Im'  

延 床 面 積 3，135m'  

構 造 規 模 RC '  S、2F

工期 ＱＹＹＱ 年 ｬ 月 ｾＱＹＹＱ 年 ＱＰ 月

写 真 織 影 奥 田 耕 作 、 大 島 知 道 ( l;<)

長 瀬 博 一 建 築 研 究 所



玖珂町・東部地区コミュニティセンター

北 側 道 路 よ り の 砲 物 全 景

このプロジェク卜は、 1せ世或住民の集いの場、多目

的に使える場として、玖珂町の最も東部に位置す

る場所に建設された。北に欽明路バイ パスが走 り、

それに並行する道路沿いにある。計函に際して、

この地掛の環境住民の方々の豊かな情感から、

やさしさ「柔j のイメ ージをいだかせるには、構造

は木造がふさわしいと考えた。 また外部を黒で統

ーすることにより、「力強さ J、「純粋さ 」、「岡IIJ の

イメージを現 した。内部空間は全体的に白色系で

まとめ、外部と内部は黒と自の二元対比として成

立した。 (村霊保則) 建 物 正 面

所 在 地 山 口県 玖 珂 郡 玖 珂 町 1601 - 1

1宣言十監理 村 震 保 員IJ +現 代 建 築 設 計 事 務 所

施 工 石 川 組

敷 地 面 積 1，594m'  

磁 築 面 積 253m'  

延 床 面 積 247m'  

崎 造 規 模 木 造 平 屋 建

工期 ＱＹＹＲ 年 Ｑ Ｑ 月 ｾ ＱＹＹＳ 年 Ｓ 月

写 真1ft 影 磯 谷 写 真 事 務 所 :--

室 内 (研 修 室) を見る

村 重 保 則 + 現 代 建 築 設 計 事 務 所

遺築と社会 ・1994 .5 27 



東京都多摩動物公園

ウオッチンク、センター

北 西 商 外 観

東京者日はI白羽案境の悪イtから、動物を

保護するための動物園づくりを目指し

た「ズ- 2001構想」を掲げている。そ

の一環として多摩動物公圏内に、動物

と生息環境について入国者が視覚的に

学べる学習施設として、このウオッチ

ングセンターが計画された。

自然が残る多摩丘陵の地形に合わせた

この建物は、「自然と生命の調和」をテ

ーマとしている。東京都の新島で産出

28  建築と社会 ・1994 .5

される坑火石砂憧に用い、大t也の割

れ目から岩肌がのぞいており、そのあ

いだから生命の起源を表す大きな卵が

E見れていると言うスト ー リーをもっ。

この大きな卵の中には 3 0 0席収容可能

な動物ホールがあり、 9 面マルチビジ

ョンによる動物や自然の映{ 象が上映さ

れる。

展示室内部には楽しみながら生命の尊

さや自然の仕組みが理解できる展示と

川 鉄エンジニアリング

なっている。特に環境体験ゾーンでは、 所 在 地 東 京 都 日 野 市 程 久 保7ート l

動物の生息する環境を人工的に作りだ 設 計 川 鉄 エ ン ジ ニ ア リ ン グ

施 工 大 成 ・清水組建設共同企重量体

し、 B刻象とジオラマによって学ぶこと

敷 地 面 積 523 ，660 . 34m'  

ができる。 建 築 面 積 2 ，098. 83m'  

2 、 3 階は動物公園を維持宮里するた 延 床 面 積 4 ，340. 64m'  

めの庁舎となっており、傾斜地を利用 情 造 規 模 R  C 、 3 F  

期 ＱＹＹＱ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｕ 月
した断面計画により建物裏側の 2階で

写 真 撮 影 三 輪 晃 久 写 真 研 究 所

管理道路と接しており、一般客と官里

の動線が明確に分離されている。

( 加藤史明)



大丸神戸庖南館

蜘也は神戸元田Tの旧居留地内にある。

百貨庖の南側に 3棟の歴史的な近代洋

風建築物があり、うち| 号館( 旧居留

地38番館) は外在見を保存し、商業施設

としてすでに活用されている。

今回、百貨庖商館の増築に伴い、 |号

館に隣接した 2 ・3 号館をいったん取

り渡し、増築部分のファサー ドとして

新たに復元したものである。

( 西田幸男)

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 明 石 町40帯 地

設 計 双 星 設 計 、 K 計画( ファサー

ドデザイン協力)

施 工 建 築/ 大 林 組

敷 地 面 積 2，493m'  

建 築 面 積 2，135m'  

延 床 面 積 17 ，474m'  

構 造 規 模 S RC、B2F、9F、P2

ヱ湖 ＱＹＹＰ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＹＲ 年 ＱＰ 月

写真渇影 ナ ト リ 光 房

双 星設計

建築と社会 ・1剛 5 29 



土管の家

全 景

片 上 鉄 道 の 電 車 ・駅 舎 を イ メ ー ジ し た 外 観 住宅内のアトリウム

フリーハンド Co . 芝吹千昭

所 在 地 岡 山 県 赤 聖 書 郡 吉 井 町 周 回 字 三 反

国 1566- 7，8

殺 計 フ リーハ ンド C o 芝 吹 千日目

施 工 日 聖

敷 地 面 積 594. 8m'  

建 築 面 積 193. 0m'  

延 床 面 積 2 川 4 m
2

情 造 ポ ，7 ス カ ル パ ー ト ( 土 木 用 ) +

鉄 骨 + コ ンク リー 卜ブロ ック

規 模平屋l ! l ! 一部 2F ( ギャラ リー)

工期 ＱＹＹＲ 年 ｬ 月 ｾ ＱＹＹＳ 年 Ｓ 月

写 真 撮 影 勝里子信之

小さな械をI頁〈小高い山の重量に位置す 卜と、片上鉄道の話に花カ〈咲き、我々 トにコストがかかり、工期もかかる。 通りすがりの人も片上鉄道の駅舎

る当敷地の前面は国間ではあるが、 2 の心は遠い少年時代へと帰って行っ そこて積み上げて、並べて、組み立て や電車引方徐してくれるであろう 。

ｾＳ 年前に惜しまれながら廃止された た。昔、空き地で土木 ・建築資材を組 たら完了という我々の砦造 りを考え ただ残念なのは、地元の無能業者が、

片上鉄道を跨ぐ高架道路の擁壁が回園 み立てては、自分の砦を築いて遊んで た。ボックスカルパート ( 土管) を採用 クライアントの父親を騎して、| 日

風景の遠望を閉さ・している。 いた頃の時代に ・。 したのも簡単でローコストだったから。 てに我々の知らぬ問に値木をしてし

この無用の長物擁壁も、 ＲｾＳ 年後に 夢は枯里子をかけめぐった / しかし、実 片上鉄道への幻影が時を駆けめぐらせ まった。ローマは一日にして成る/

は撤去され、愛さ れ続けた片上鉄道の 際は、家相にも頭を痛めたし、コス 卜 てくれ、我喝の砦が再ひ滑って来た。 か? この笠田商事め/ /

線路1. >>9 : も道路に変わるらしい。 の問題が最も璽くのしかかって来た。 “土管の家' と ネーミングされたこの ( 芝吹千日召)

アウトドアライフの好きなクライアン 特に、クライアントの望むコンクリー 砦 も、高架道路カ守敵去された暁には、

30  建築と社会 川 剛 5



I  邸

I 邸は、 4()1f<J) 蜘也に建つ 4 人家族の

ための住宅である。

平面プランは、 | 階に LDK・和室 ・水

廻り、 2階l二個室を配したオーソ ドッ

クス なものであるが、その中で各室が

縦、横に繋っ て伸びやかな雰囲気を怒

し出す心地良い空間創りを意図した。

水平方向の連続性を考慮、 した| 階の各

スペースは、 シースルーの階段を配し

た吹抜空間によって、 2階の個室群と

一体化されている。

また、概ね 3層分の高さを持ったこの

吹抜空間の関口部が、この家の外観を

特徴づけており、街並みと文相串しつつ、

柔らかな光を導 き入れる。

(田中啓文)

所 在 地 松 原 市 新 堂 1 丁 目523- 15

設 計 図 中 啓 文 総 合 建 築 研 究 所

施 工 阪上 工務 庖

敷 地 面 積 134. 45m'  

建 築 面 積 80 . 66m
2  

延 床 面 積 142. 99m
2  

術造 規 模 木 造 2F

工期 ＱＹＹ Ｓ 年 Ｙ 月 ｾ ＱＹＹＴ 年 Ｒ 月

写真撮影 中島崇夫

田中啓文総合建築研究所

建策と社会 ・1捌 5 31  



靭公園集会所

公 園 内 遊 歩 道 か 勺 見 た 建 物 全 景 出

所 在 地 大 阪 市 西 区 靭 公 園 内

殺 百十 塚 口 明 洋 建 築 研 究 室

施 工 昭 和 工 務 庖

敷 地 面 積 204 .  16m'  

建 築 面 積 105. 80m'  

延 床 面 積 199. 64m'  

構 造 規 模 R  C 壁式、 2  F  

工期 ＱＹＹＳ 年 Ｔ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｙ 月

写 真 慣 影 大島勝寛( 託< ) 、塚口明洋

フログラム ・単純な形態で、単一空間の魅力を表現

初公園は、大阪市の中心部に位置する、上ヒ較的 ・光

大きな公園である。ケヤキ等が繁り小さな森の ・解殺された空問

機になっているこの場所で、多くの人が散歩や ・リズム

スポーツを楽しんだりベンチで昼寝をしたり ・スクリ ーン

と、思い思いの時間を過ごしている。 . 900グリッドの関口が溜売する、 3 枚の壁。

今回は、その靭公園の中にある小さな集会所を ・南からは、連続する関口から太陽の光が差し

新しく立て替えるというプロジェクトである。 込み、北からは、 2枚の壁を通して公園の緑

コンセプ卜 が見える。 ( 塚口明洋)

. 公園の緑に洛け込ι 、建物

32 趨築と社会 ・i捌 5

塚 口明洋建築研究室

内 部 階 段 宣 か ら の 風 景



ランプラス嵯峨

罪対也は J R噛峨駅のやや西に位置し、

丸太町通りを前面道路とする南北に細

長い変耳御也である。

変背手敷地の解決方法として全体を 3つ

の棟で構成した。建物の正面性は丸太

町通りに面して有るが、小倉山 ・嵐山

を背景とする京都市西部の景観として

考えれば、東簡にも正菌性が有ると考

え、各様毎に、小倉山 ・嵐山連山をモ

チーフとするボール卜屋根をかけるこ

とで東方からのランドスケープを整え

た。外装も落ち着いたせっき質のタイ

ルをメインに一割l { t 商石とコンクリー

卜の打ち放しを組み合わせることで周

辺環境にふさわしいものとした。また、

蜘也内部に中庭を配す事で、採光 ・通

風 ・プライパシ一等の{ 草案境を確保す

るとともに、玄関からのアフローチを

演出した。近年、景観論争の盛んな京

都であるが、大規模な都市計画的手法

に頼るだけて'は必ずしも良好な環境を

生み出しているとは言えない、個々の

建築的工夫の積み重ねが有ってこそ初

めて町並みが形成されて行くものであ

る。良質の賃貸住宅を供給すると言う

現代的な役割を果たしつつ、今後の町

並み形成のリード役となる事をランプ

ラス魁岐には期待している。

なお、本計画は 白石エ ンジニアリング

( 株) の総合毘里の元で、 ( 株) ア レフ ・

ゼロが企画 ・ブロテ'ユース した。

( 浅野裕)

所 在 地 京 都 市 右 京 区 嵯 峨 天 竜 寺 瀬

戸 川 町9- 1 他

殺 E十 監 理 建 築 計 画 A & A 浅 野 設 計 室

浅 野 裕

施 工 銭 高 組

敷 地 面 積 1，285. I Om'  

建 築 面 積 613. 94m'  

延 床 面 積 3 ，203.  19m'  

構 造 規 模 R  C 、 6 F  

エ 期 ＱＹＹＳ 年 Ｒ 月 ｾ ＱＹＹＴ 年 Ｑ 月

写真撮影 s  s 大 阪

建 築 計 画A & A浅 野 設 計 室

東 側 外 観

中 庭 遠 景

建築と社会 ・l剛 5 33 



広島県立びんご運動公園

健康スポーツセンター

広島県備後地域の「びんご運動公園J 郡( 中世当時) を象徴する七本の列柱 はかる括支や、サービス関連施設とし

に県民のスポーツニーズにこたえ、健 て精成した。 また、中央広場より外部 て観覧席やレストラン、加えて急な天

康スポーツセンターカ瞥備された。本 階段と中失テヘy キによ ってスポーツ施 候の変化に対して退避場としてのポー

センターはスポーツ利用にとどまら 設利用者と観客との動線を外部で介離 チやホール等、広範な利用に対して、

ず、コミュニティ ー活動の拠点として するよう計画した。この「びんご運動 使いやすさと安全性を考慮した施設と

も活用できるように計画されている。 公園J は小高い山を切り開いたもので ともに、智里関連施設として公圏全体

V んご" は広島県東部の旧国名で山 田りは山4 て留まれている。この山々 の受付 ・智里と併せ、健康スポーツに

小 西 建 築 設 計 事 務 所

陽八ヶ国のーって・ある。ぴんこ1 精後) との調和をはかるため、デザインポイ おける適切な指導や相談を受けられる メインアリーナ

といえば何といっても中世を語らずし ン卜としてはアーチ屋根を基本とし、 施設を確保している

て、ぴんごは語れないと言うくらい、 平面的にも 曲線を要所に配して、スポ (小西吉太郎 ・小西郁吉)

中世の歴史的文化が保存されている。 ーツに対して親しみと潤いのあるもの

その代表的なものに社寺仏閣がある。

本堂の雄大な屋根面を正面とし、その

脇には直角方向に切妻屋被の棟 u華街

と、その両棟を結ぶ玄関( 回廊) 部分

で一体とした伽藍( 京都の石庭で有名

な竜安寺) を思う時、アリーナ部は本

堂にたとえ、大屋根を入母屋の形態を

とり、サブアリ ーナ部分を庫複にたと

とした。本センターのゾーニングは、

体育関連施設として県レベルの大会に

対応可能な各種ポールゲームや柔剣道

ができ、公図鑑宣としての健康スポー

ツセンタ ーは外部空間と内部空間が連

続した環境となるように、アリ ーナニ

方向の壁面を関口部を通じて楽しめる

ようにしている。 さらに健康運動関連

え、メインアリ ーナ とサブアリーナの 施設として各佃人の体力に合わせた筋

間にある正面玄関は唐破風状のアーチ カトレーニングやエアロヒ'ツ クス系の

庇を設け、 | 階キャノピーには備後七 各干軍軍動ができ、芦既設面からも充実を

34 建築と社会 ・l捌 5

所 在 地 尾 道 市 栗 原 町 ~ 奨 ノ 郷 町

設 計 小 西 遊 築 設 計 事 務 所

工事皇互理 広 島 県 都 市 局 営 繕 課

小 西 建 築 設 計 事 務 所

施 工 安 藤 建 設 ・三 和 鉄 構 建 設

共 同 企 柴 体

敷 地 面 積 ぴ ん ご 運 動 公 園 内 約87ha

建 築 面 積 6 ，Ol 7m'  

延 床 面 積 8 ，547m'  

構 造 規 模 R  C  2  F 、 一 部 S

工期 ＱＹＹＲ 年 Ｗ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｖ 月

写 真 撮 影 C  F ・フォトス 桜 井千 秋

エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル



宗教法人トゥルース教新本宮

ジャス

遠 景
2 階 大 量 殿

建設1也は、千里丘陵の一端にあり、万

博公園の南側と名神に挟まれた高台に

位置している。周辺の状況は旧本宮の

創建時には、竹林に図まれた緑濃い地

であ ったが、後に万国博を契機に周辺

開発が進展し、その聖域を住5宅地の中

に形成している。

周辺環境からの制約も多く、旧建物の

外形寸法を守りつつヴォリュームを確

保する必要があった。一層は蝉皆とし、

セッ トパックを積極的に用い 5 階もさ

らにセットパックし、近隣に対する圧

迫感を少なくすると共に、周辺の環境

形成にも寄与するよう エントランス部

介に、開般的なまとまりのある空間を

確保している。

外観デザインは、名神を利用される遠

方からのヰL拝者にはランドマークと写

るよう、又、建物全体としては宗教| 全

を光てづ寅出する三層の、重量感のある

ものとした。外装は特殊面状ラスター

タイルとアルミ、打放しコンク リー卜

の構成とし、清楚な中にも存在感のあ

るイ土上げとした。屋根は周辺環境にも

溶け込むよう銅板葺とし、慈悲を表わ

す柔らかな花弁青針犬とし ている。

前庭には道行く人々と親里帰りの教団

の方々に、融和と慈愛に結び付くよう

彼岸桜を、正面に配した。

(黒明節夫 ・西村善郎)

地

計

工

在所

設

施

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

写 真 蹟 影

吹 田 市 控 切 山 12番 l 号

ジャ ス

清 水 建 設 大阪 支 庖 ・住 研

共 同 企 業 体

2，835 .5 0 m'  

960. 47m'  

4，265. 30m'  

R  C  . 一 部 S 、 BI F、 5 F  

ＱＹＹＱ 年 Ｖ 月 ｾＱ ＹＹＲ 年 ＱＲ 月

s  s 大 阪

建築と社会 ・l捌 . 5 35 



沖美町ふれあいセンター

山 田保 建 築 設 計 事 務所

沖美町は広島県の南音1 1 . . 広島湾の沖合 所にある。 とし町民が“ ふれあい・語らい ・健やか ・ 所 在 地 広 島 県 佐 伯 郡 j中 英 町 奨 能

いに浮ぷ占炉内海国立公圏内の島々の ここに建つふれあいセンターは、周囲 集う ・学ぶ" ことをテーマにした総合施

833番地5

ひとつで、広島港よりフェリーで40介 の景観と調和を図りつつ、町のシンボ 設である。特にふれあいホールは町民

設計l l ，i J里 山田保建築殺計事務所

施 エ 古 津 建 設 工

のところに位置している。産業は漁 ルとなりうる建物を目指した。 クライ の文化活動の向上を目指し、訟; 寅 ' ;寅
敷地面積 5 ，2 5 3 . 6 9 m・

業 ・農業を中心に成り立ち、特に広大 アント側も町長をはじめ町担当課の建 奏 ・ 演芸等に対応できるよう音響 ・ ｾＡＱ 建築面積 1，717 . 4 2 4 m'  

なカキの養殖場は日本一と聞く 。 築に対する意識の高さと意欲がすばら 明等の舞台機能を充実することとし
延床面積 2 ，488 .  6 1  6  m'  

沖美町ふれあいセンタ ーの敷地は、前 しく強〈、“ 新たな文化を生む建物を造 た。周辺の公園化整備も進み、公園に

情 造 規 模 R C、3 F、一部 S

面を; 毎に固まれ山を背景にした、恰も

ヱ 期 ＱＹＹＳ 年 Ｒ 月 ｾ Ｑ ＹＹＴ 年 Ｓ 月
る" ということで詳細な打ち合わせを 植えられた桜等の樹木と共にこのふれ

j量 影 宇 和 写 真

風光明婚な瀬戸内海の自然美を集約し J守ってきた。 あいセンターの成長 ・発展を期待する

た様な、すばらしいI D也条件を{ 精えた 建物は福祉部門と生涯学習部門を中心 ものである。 ( 山田保 ・上定正張)

36 建築と社会 ・l捌 5



Y 邸

当敷地は東大阪市内の閑静な住宅地の

中にあり、古い住宅も数多い地域で良

好な{ 主1景境が成立している。

施主は装飾品関係の会社を長年営ま

れ、国際的な特許技術を多く所有され

ている方で仕事上、住居への来客数も

非常に多い。 またスチユ ワ デスの娘

さんを初めとして 3 人の大きな子供が

来客に対する建築の品位の確保が施主

の仕事上からも必要と考えられた。

それらを鰐里なく計画に取り込むこと

が重要であった。

また違和ｾなく敷 Ｑω 司辺の環境に融和

させ寄与しながらも、より良好な街並

形成に、少しのインパク 卜を与えたい

とする思いが写真のような「形」とし

おられ、この華ｾ也規模からすると少し て具現化された。 とくに建物の内部デ

過分と思われる室数の要求と、多くの ザインに於いてはいわゆる「洋J の要

索に抽出化された形としての「和J の

要紫色我国ヰ字有の感性として空間に

融け込ませることによって、いわゆる

空間というものに要求される( その空

間によって差はあるのであるがー) 緊

張感と安定感の融合を試みたつもりで

ある。 ( 岩本貞幸 ・有国智)

岩 本 貞 幸 建 築 ・都 市 研 究 所

所 在 地 東 大 阪 市

設 計 岩 本 貞 幸 建 築 ・都 市 研 究 所

施 工 リ バ ー 産

敷 地 面 積 222. 72m'  

建 築 面 積 129. 42m'  

延 床 面 積 259 .  14m'  

構 造 規 模 R  C.  3F 

工期 ＱＹＹＲ 年 Ｘ 月 ｾ Ｑ ＹＹＳ 年 Ｔ 月

写 真 撮 影 PCS 

建築と社会 ・1捌 5 37 



曹洞宗円蔵院本堂

当初計画邸皆では予算等の関係て鉄骨造でと

いう事て・あったが、麗支委員会を重ねる内、

矢張り、お寺は桧づくりの木造にしたいとい

う意見が多く、オーソドックスな本瓦葺入母

屋造りという事で落ちついた。近年、京都府

南部ではお寺の建替えが大変多いが、その中

でも出来栄えは注目されている。最も心配さ

れた予算面では建設委員等の努力もあり、工

事費を充介カノてー出来る部付金も集める事が

出来た。取りこわされた本堂は桃山時代の遺

構てイ封践の想いも取り入れ、虹梁の一部にそ

の古材を流用し、その面影を残した。平成元

年| 月より計画に入り、同 12月に建設委員会

発足、 4 年余りを費やし、平成 5年 10月、落

慶法要が営まれた。本五葺という事で基礎工

事も充分霊力に耐へ得るものとし、床下の換

気も充分に取る事も- L ; 掛けた。建設費も出来

るだけおさえられる榔二設計よ配慮した力三

当初の鉄骨造の計画より約 2倍掛った。I針金

等木材質がその中でも多くを占めている。

( 森島照雄)

38 建 援 と 社 会 副l捌 5

森 島 建 築 設 計 事 務所

所 在 地 宇 治 市 広 野 町 寺 山 122

設 計 監 理 森 島 建 築 設 計 事 務 所

施 工 三 林 工 務 庖 ・鳥居製材所

大 信 建 設 ・因 島 産 業

共 同 企 業 体

敷 地 面 積 3，847 .85m'  

建 築 面 積 459 . 72m'  

延 床 面 積 899. 87m'  

構 造 規 模 純 木 造 本 瓦 葺

工期 ＱＹＹＲ 年 Ｒ 月 ｾ Ｑ ＹＹＳ 年 ＱＰ 月

写 真 撮 影 森 島 照 綾



パンブ一離宮

北 西 面

バンプー離宮は、大駒有の南東部白河

内ワイン" 等ぶどうの産地として有名

な柏原市にあり、歴史的にも奈良時t

には大和と難波を結ぶ要所として栄え

た所である。農地の宅地並課税等によ

り農地が滅りつつある今日、計画1也周

辺にはまだまだぶどう畑が広〈残さ れ

たfさ宅地がある。大阪平野を 180望む

山沿いの計函地は、高低差が高い所で

は4 .0 mにも及ぶ傾斜地であり、南側

が広〈、北倶1) へ狭くなり、敷地の真中

を斜めに公有水路が流れるという複雑

な地形であった。前面道路を除く四周

エ ン ト ラ ン ス 前 ポ ー チ

がぶどう畑という事もあり、隣接地の することにより、現況敷地の盛土 ・切

日照影響 ・現況敷地問犬の有効利用等 土を最小限に押さえ、また隣地への日

考慮した上で基本計画を開始した。 照影響も敷地内で加里することを考え

まず、列壁色については、四季を通じ た。

最後に、色4 な{ 自麗拝; 去のある中、

パンブー離宮の計画においては、居住

性の向上のみにとらわれず、そのI也I或

の住環境lこも十分配慮した生〉部景境の

てさまさ.まな変化をみせるぶどう畑と 各住戸の陽当たりについてもパルコニ 空間を提供する事が出来たと思う 。

常に違和感を持たない機な色を選定 ーを雨函に設置する事により、日照を ( 浅野昭夫)

し、建物本体については北側部分に駐 はじめ通風及ひ官北望について快適な空

車スペース ・南側部分に住宅様を配置 聞を確立する事か可能になった。

浅 野 建 築 設 計 事 務所

所 在 地 拍l京 市 太 平 寺2- 577- 1

設 計 浅 野 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 末 建 設

+ 膏造規模 R C、6 F

敷 地 面 積 1，825. 17m'  

建 築 面 積 608. 04m'  

延 床 面 積 2，625. 17m'  

工期 ＱＹＹＳ 年 Ｒ 月 ｾＱＹＹＳ 年 ＱＱ 月

写 真 撮 影 ア サ ノ グ ラ フ ィ ッ ク

建 築 と 社 会 ・l 捌 5 39 



リサイクルシステム 生ゴミ処理器

ｊ�Ｚ ｾ ［｛ Ｚ＠ 4  Jl サ 44TI で 紹介 したl刻酋屯 ;J J のオ ーノレ

氾化モデルハウス“ エノレハウス 21" にある生ゴ ミ

処 即日訂正、 11が丘大きな社会問題となっている ゴミ

処四IllH国を解決する 一 つの機総である 。 これは、

q波荘なにおいやi l-がj対れる こ とがな い

② ゴミ ，'1' ，L ft，業の煩わしさから解放される

@ I主|芸用肥料として: r J i 'J 用できる

などの利以 もあり、たいへん注目を浴びている 。

家近におけるノ|二ゴ、ミの処理には L、くつかのブ刀去

があり、終メ ーカーが製品を l仮52 しているが、 、

こでは、 その うちの 3H却 を ごF 紹介する 。

コンポストタイプ

ノ ｼ ゴミを ｾ ｈ ι 本 Ｑ ， Ｇ， Ｇ と微生 物 によ っ て間件 ・ 分解

し、 11山 :1として I' W IJIJ するもの( 三井ホー ム(掬製)

である 。

小崎にWf料、I，'r ホマムウ ッ ド砂 を入れておき、

ノド気配切ったノ|主ゴ、ミを投入する 。次にニl二中に核ん

辻 田 紀 子 つじたのりこ

関西電力開お宮さま本部市場開発統括グループ

イッチが入札 生 ゴミが般枠されて炭酸カ。スと水

に分解され、蒸発し、 生 ゴ、ミに合まれて いた植物

の三大栄養素などがマムウッドに l吸者 ・ヰ早f干fl され、

j肥料 効果の日 L 、土壌改良剤に変わるしくみである 。

常温の状態で分解力句I能で、技飯や.(;hの身など

は 1 - 3 口で、 Hl の什やカ ニの樹立 7 - 10日平副 E

て'ii 'j滅する 。

加熱・乾燥タイプ

生ゴ、ミをJ ' ( i : H しながら ヒーター加熱 lこよ ってむ111

風車砂jhする方式( 松下屯器産期的製) て、さら つ

と し た宇及いやす ｌ 、 ｩ Ｚｾ 乞燥ゴミになる 。

生 ゴ ミ'a:' 一本J機に投入し、スイッチを入れるだけ

で。自動運転を 14f. I!lf i し、続枠しながら? } i 1 t . 風て犯炊き

せる 。この結果、 さt ゴ‘ ミは約1/5にi成立て3 る。例

えば勝、準 4 人家紋 1 1' 1分のゴミ( 約700g: 松 下f広

告号制ベ) の場合、約 4 11寺|百1て乾燥ゴ‘ ミとなり、 こ

れをl肥料として有効利用することができる 。

消滅タイプ

l土1然界の微生物により、 生 ゴミを炭酸J ゲスとノド

に分解 ・消 滅 す る 方 式 ( 三洋' ;r ; : 機{ 附製) である 。

あらかじめ処理11地内に L 、れておいた多孔質水質

制 It に、特殊加工を施した 、ホーノレチ ップ' が 微

生物培養恭7' i 'Jの役目を来たして、生ゴ‘ ミに付 J vf し

ていた微生物が繁殖、生 ゴ、ミ守分角草していく 。

主|三ゴミを投入してフタを I:'.I .Jめ、スタートボ. タン

をt ' J I せば舵仲迎転を IJ ト1始し 、分 解 ・消滅されてい

く。 そして木体下部のタンクには排水がたまり 、

i1H本H巴料，として i丹川する こ とがで‘き る。

また冬ｾｴｊ ｈ ま Ｕ ｊｕ ｊｵｬ 力 「 ド が り ＱＱ 投乙 ｼ 三 物 の ￬ｩ ￍ￯￭Ａｩ Ｉｊ が ｦ 氏 一 ｼ イす

るので、 ヒーター をマイコンi ! i 'Jl，l'Ilして、 れ，"lI 人j を.i !&

11ut に{ 呆つ。

*  

名ＱＢ Ｑ 治体でもゴミの減 ｩ ｩ ｴ イ ヒ ｊ 社ｾ￭Ａｩｽｊが ｉ 吊発イ ヒ し、Ｇネ ー

ている微ノ凶勿約 10f獄 r(を 粉 末|犬tこした 、マムノ ぞウ また、ほかに il 'i尖機能をさ らにアッ プさせた機 嵯ゴ‘ ミの梢'1イヒ与 も検討さ れ、一般 の人のコ、、 ミ処

タ￡ ー 砂 をｾＱＮ止人し、フ タ をする 。 するとＱＢ Ｑ 重 Ｑ 瓜勺にス 幸重もある 。 四lへのl剥心も日ま って きてい る。

いろいろな生ゴミ処理器の仕様・処理の目安一覧

三井ホ ー ム(附製

J，Jt 司干 B MA0001 

処fl ll Jii l、 分解 ｾｦ本斉 Ｇｊ に よ るコ ンポ ストＩ［よ

.J'i L  W450x  D 367 X H 720mm 

本体屯 11t 23. 5kg  

ii H'(' ，1J: )J A  C100V、180 W

1 11 の処f I [ :jt 1  kg(約 2 e )  

ｾＡＺｦ Ｇｉ ＡＮｉｉ Ｎ ｜ ＧＺ ｉＺ ｜ｊ＠ 針決や伐飯は ＲＭＳ ＱＱ 、ＮｾＨ｜ の Ｂ ＧＱ やｼ 百 ｼ い Ｑ

の竹符 は1011 くらい

リサイク ノレ対'J IIJ |マムウ ッ ド守仁境改良斉'1として i' 印 IJl I

メンテナ ンス |マムウ ッ ド全半年程度 に 11111交換する

μ ング |机 代
半年で約4，500l'J

コスト (  ｾ 付 ｢ ， Ｚ［ｊ ベ Ｉ

l点i本物J マムウ ッ ド ・マム / f ウタ守一セ ッ ト下 11:' ウ〉

fiHi 終 で6，5001'1

.f!'::・vサIHi 給 99，8001'J 
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松 ド屯*i- i夜業(掬製

M S - N30  

ヒー タ ー 加 熱によ る ｬ ｾｕ 瓜 Ｇ ｾｬｊ 繰 ＩＩＧ式

W300 X  D445 X  H 520mm 

20. 0kg  

A  C  100V、690W

700g  (  4 人家族で 1 日分の平均; 松 ト訓lベ)

約 4 11制:¥1(700g を処 fl ll した場 令) て. 約 1/5

のWH'1に

乾燥ゴミを l肥料な どとし てI' H'IJ IJ

特になし

I  11111 、"，たり約301'1

128，0001 '  J  

洋 L ( は件メ ー カー におI:l!t 、合わせいた t:. きた l ' ，

三i羊氾機(的製

S NS-T 1  ( H)  

t丹後人間'J によるil'i i球 ) j 式

W580  X  D450  X  H 795mm 

30. 0kg  

A  C100V、270W行法大)

1  kg  

がJ l 迎1: ¥1以内

分解 f&の1JI ノ/< a" illi J4i:1J巴帝|とし て 1'J，f 'J Jl I

| ホーノレチ- ; ; プを 判 えに 11川、 2  kg追加し 、

防虫剤 を火J免

ｼ 年ｉＺ ｜ ｊ ・ｰＺ ｴ ｾ ｊ 約 Ｘ ＱＧｊ Ｏ Ｑｉ

交換川ホーノレチップ 3，600l 'J 

防虫剤l 2，4001'1 

，j;よ{本 185 ，0001 '1 

ホー ルチップ 50，0001' 1  



はじめに

H、引にの文lりlぞ象徴する」 ・木、姥築分野の技WJ 7k

準は、我がI-li lにおいてはすでに世界のトップレベ

ルにある、 といわれている 。

機能性の目的を土ーとするよオ又雄築分野に「凡

て裂しむ」要素が加わり、それが Ｑ ＱｬｬｦＨ￭ ￎ セ ｭｬ Ｇ￩ Ｏ ｬ ｾ み、

多郡多仰なお;nが州かれている 111，今である 。

111係1150年当初カ苛虫 1'1 (こ |時|発した「ベンドノ f オ、ノレ

丁以 ｾｊ は、この 山 而空 Ｑ Ｑ｜Ｑの創造分野にお ｌ 、てひと

つの・下手' J [ をもたらした。

ベンドノ明、ノレによって創造される美しいフオノレ

ムは、 il叶新な 山耐 宅1: : 1を坐み、 仁木、ｾ築分野に

J大々と幸'}r しL 、nfiHt性' 5:' iJ .iWn しあLけている 。

この分聖子の府与とから十i回をすると、機能性の追本

であったわけ ｦ ごが、それはおおいに経 ｩ 斉 Ｈ ｉ ｾ Ｉ な ＡＧｊｬ ｬ ｬｉ

と辺、われるがしかしそればかりではなく投手I'ffl 勺な

liiHWに/) 11 ; l て、 二LJUl という liiHI f i もあ ったのではな

いかと 28・えられるのである 。

これまでIUJ 而 空間のかl迭には大工が原寸を干111き

や'[ rI も' A ¥. ' してコンパオ、介板を切り刻んで型枠ぞ製

作していた際与とがあるが、当社の「ベンドパオ、ノレJ

が1I ト1発されてからは、小は半筏50 ミリから大は半

径告 ｉＮｾｾｬｾ 大まで工場内生産で、 しかもより桁皮の市

ｴ 、 円 形作板を抗日ｾｾすることによりこの数年来の土

木ょ辿築物は特に 1111而 空f: ¥J が$ ( 使川されるよう

になっている 。

また、この「ベン ド ノ叶、ノ ν 」の ｾ 守微を生かし、

多干Ｂｉｩ ｾ 与 中 浜な Ｑ 史料ーを製作することも可能になってい

る。

用途

川途としては、 l1tn面のコンクリート月1型枠はも

ちろんであるが、内装材にも多( i!l! JTJ されている 。

写真 2

コンクリート用曲面型枠( ベンドパネル)

藤 原 厚 生 利 わら こうせい

日昇実業側伯原工濁製造部畏

但し本来令板であるので|刈装材として侠Jll する

［場合は防災処理が必要で 、 ある 。 ｩ 列えば「発泡ｬＧＺ ｾＱ 坊

火 薬 液J 等 を塗布すればよ t 、。

応用製品

基本はこの「ベンドノ材、ノνJ であるが、このベ

ンドノ f オ、ノレをr. I 5fIJ することにより、単品屯出I*S誌はも

ちろんだが、 二次 [Il J線型枠、 三次 [UJ 線型枠をも可

能にする 。

また、蝶旋 ｼ 併段のスラブ ， ｾ (写 真 1 ) の織に捻

りを? 生ずる型枠も可能にな った。---Ji l生(1") に螺旋| 併

段等はコンクリート打放なしが多〈、その IUI前 捻

りがその姥築物にとって生命い、う場合が多いも

のであるが、当ヰ Ｑ Ｚ はｬｉ ｾｬ 平 ＱＱＶＳ 年に匝 ｈ 倒的な型枠を Ｑｉ ト ｬ

発し、現在多〈使川されている。主1<間体等 I;J:. 当社

写真 3

にと ってはもう 一般的な製品 とな っている 。行''i Pl

DI<iuiWが双 ) j から交若している! 批判浮その製品併

は多砲に」えんでいる 。

製品の受注から納品迄のプロセスは、セ1 、コン

またはて ｊ 主人 ｉｾ と旋工凶を さ 主にして希 ｦｕ Ｗ［え工法を卜

分打介せをし、当初;で型枠1:>il1Iu' e 製作して 7[，認を

受けてから工場で製作し納Jdaするということにな

るわけだが、納，' i t ，1I 寺には型枠の利I i l : Iヌlをi添付する

ので、大工はそのIxl而 j必りに主l ! て込めばよい。

旋工事例

①平lI :fxIII J U( l 浜のホテノレ川久のエン卜ラスホーノレ

(写真 2 )  

j'{'f 川3長官 l俗J 二時円染&f ，' [ P-lスラブヵマ，E木となり、

サイドから 川筒形にfr'f 川 スラブを l't i凶し、 lリl り窓

とな っている 。

①滋 t i! U大 法 rl 1のロイヤノレオークホテノレの厄オ' l l !

(写真 3 )  

ｊｬ 上から 凡 ると Ｇｉ ｾ ［ Ｚ［ に ｊ Ｚｴ Ｎ 川 であるが、文 守 際は 刊 の

ぷ が O_' ，'Xまで移動して L 、る。

①滋W Uぷ11111]111] 民会館の廊ー門 司 l' (写真 4 )

Jl l と川のーー昔1I カtJ I : メカットで処理され、 コンク

リートのよ地のままの美しさが ｻｉ Ａ､ ミ ｉ ｓＱｾ に生かされ

ている 。

他社製品との比較について

円 形ｾｾ枠の分貯においては 、 当金 Ｑ Ｚ は ｬ ｴ Ｇｩ分け 的 存

平1: てあ り、多くの苦しイ木l殺の末に 「ベンドノ叶、ノレ」

を ＱＱ ｾＱ Ｑ￪ した 。 しかしヰ寺前二効力がうたわれた今 円て. は

後発手十社が多く 「ベンドノ叶、ノレJ ' e 生産して い る

が、 当社は品質管・磁を最重袈抗し、かっそれを応

川する技例制守の養成、 三次 11l 1. l L 体凶可能なコンピ

ューターの導入管を尖純しており、他社の追随を

泊二していな L 、。

建築と社会 ・l捌 5 41 



出版委員会 REPORT

「プロの ノ ウ ハ ウ 」 講 座 ・第 11回

一構造計画と躯体

コストについて-

- いま積算に求め

られているもの-

前田邦江

日本建築協会出版委員会委員

住まいの実技講座主宰

第 11回の 「プロのノウハウ講!杢J は、日本建築

脱却[t;: li会 |潟西支部との共催で行われた。

第 Ｑ 部は須賀好富先生の「抑 Ｑ 造計画と射 ｾ ｦ 本コス

トについて」とし、うテーマにそって、資料「合成

構造物の躯体コス トスタディ J の解説と、オーノレ

工場生産品の R C 造柱および梁ぞ組み立てる過程

をスライドで見せていただL 、た。

近い将来、 R C造の躯休を現場ー打コンクリ ー ト

で造ることは珍し L 、こと t なり、写甜ミ行われて い

るような R C造の工法は希少価値的存在となるで

あろうと予測 された。

貫主 Ｒ 音 Ｑ ｉ は生向道春先生の ｦ ，、ま平 ｦＱ ｘＷｾに求められ

ているもの」というテー? で、新しい公共建築干'j'[

m:体系とコスト管迎のしくみについての話を 中 心

に、干m-; r 業務の任務や問題点の指摘がなされた。

「キm-;rはH寺代の落とし子 J と言 われた先生のな

"1: 0 には、今後目まぐるしく変化 して L、〈公共建築

物の入札 制度や有却に対する挟通認識を高めるこ

とが業界に一層の活力守与えるであろうとし、う雌

信 があるようだ。

「構造計画と躯体コストについてj

主k築物のコストに対する考え方は非常に犬切な

ものと L 、う認識が定着してきているにもかかわら

ず、椛 Ｚ Ｚ￬住吉 十 匝 ｼ の段階ではＡｈ ｾｴ 本工事政まで考 ー 慮され

ていないのが災状て、椛進言十匝lの良否て躯f本工:>: 1<;

'J_Jj は大きく左右される 。当然のことながら、合理

的な設計ーをす れば躯体工事は低〈事11えることがで

きる一一ーと須賀先生は結論を先に述べて、では、

どうすれば合組出勺な設

言十ができるのか、 OHP

の デー ターを示しなが

らわ かりやすく Z見明を

された。

躯体工事費に; 出24qを

与える主要素は、スパ

ン、階数、階高、床荷

量で、 これらの要素を

合閣内に追来して L 、〈
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過程て二庄和首材にはコンクリート系を、 雌lげ判に (6) 1 耐冬工事費の算出

は鉄骨系音11材を使用して材料の優れた性質を適材 をあげ、札上計 Ｑ ｾ Ｑｾ 業務の概念を理解する 一 助に

適所にJ f j ，、ると L 、う方法がさt まれてきた。 こうし してほしいと述べておられる 。そ してわが国でも

た合成概i主について、須賀先生の研究ク、ノレーフ。で (4)や(5)は →11 ¥: に行わ札てきたものの、( 1)の コスト

は、柱が S R C構造、泌が S 梢造の合成精進 ( C OM アトシ吋ス業務や(2) の税問」コストの作成業務につ

椛造) てが 4 - 1 0附主主の中高層建築物のモデノレを:匹、 いてはまだオ寸各的ではないと指摘している 。

定して、コンピューター解析によって建物設計粂 今回の競演も資料 「新し し、公共建築干j'm 体系と

仰が躯 ｦ 木工事政に与える ｢ 弘幸 ｾｴｾ を明 らかに した 。 コスト管理のしくみ」 のマニュアノレについて、

下 図は C O MとR C、S 、S R CWT造 の等仰li コス w 予1河口算体系再構築の目的

(B) 新加算体系の概要

2凶

ゴ

• ｓｒ ｃＡ ｾ ［ｮ白 ］ＨＰＮＱＸＧ 1x
2
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ト比校グラフであるが、 等仰li コストとスパ ン の|刻

係を表している 。 この表によ ってそれぞれのf.i'lt造

の退i材スノ f ンがわかり、 C O M→ 8m、 R C→ 6 m、

S → 7 m、 S R C→ 9m となる 。 等仰li コストが最小

となる計得造物は、スノ マンが8 m以下では R C造、そ

れ 以 上 で は C O M構 造 と な り 、 総 合 的 に C O M構

造が優れていることがわかる 。

須賀先生のお話は一般 l こ事1的平とされる構造の分

野を明解に、さわやかな口調て制られるので、私

のような構造嫌いても、根本が 実 によく現 ｦｾ 平でき

て楽しく |止! くことができた。

また構造テ可、インに対しでもシビアな面とロマ

ンを持っておられるので、 言葉の端々に大変参考

になる抄 ｴ ｯ［，ｾが込められており、構造の楽しさにヲ ｼ

き込まれてし、くのである 。 そしていっぱし構造通

にな ったような斜り主にとらわr h - る力、ら耳、13、害投てあ

る。

rc¥ま積算に求められているものJ

生 Ｎｾ占先生は 、先生 ｼ 三 の者 ｩ Ａｆ r入門 ・建築制おりで

イギリスの公言，? Zij' l X 1 士の業務として、

(1) 基 本 計 画l時における建築主 ま た は 建 築 家 に 対

するコストアドノ f イス

ＨＲＩ 計図 Ａ の各段ｼ併における概ｘＷｾコストの予 ￬ｗｉ およ

び予算舎の作成

(3) 特 記 仕 検f!?および入札J司数i F制 舎 の 作 成

(4 ) 入札および契約業務の媛JJ )J

(5) 日正済部分の削 iし締 :-1変 更 の 初 算 お よ び そ の 経

済的効果の検討割引H

(C) 建築工事のコス ト管 理

の各項目は分析が不足しており、問題点をかかえ

ている こ とを強制された。また積算にかかる時j切

につ いても、かなり 初期に設計者との共同作業と

して行われるべきで、設言|ーにおける部分をリード

するくらいの役目をはたすのカ望ましいと帰命を

話された。

さらに L C C ( ライフ ・サ イクノレ ・コスト) まで

踏み込んで、、適正な経済活動が回転していくよう

なベー スづくりを「担わなくてはならないとも 。

これまで平m-; r の意義や役割を便利 に、ご都合主

義て扱っていなかったか、きびしし、反省を込めた

問題提起守されたように，思う 。

日本てがは手j'[算 は 朝 吋的 な教育システムがないが

(ー音11の 通信 教 育 を 除L 、て) 、イギリスの建築関係

コースでは延べ55011寺問も積算士に専門教 育 を 行

って おり、その社会的 地 位も高 し 、。日本も平 Ｚｮｦｴｬｾ 業

務によって建築コストの妥当性ぞ追求してきちん

とした述i正コストを椛築して L 、〈必要があるし、

そのためには、 jj) 11度的 な改革も含めて様々な試み

が必要となってくるようで、ある。

合同による質疑応筈

両先生への合同質疑も活発に行われ、勉強会は

最後まで緊張した雰囲気であった。

須 賀 先 生 に は C O M構造やオーノレプレハブに

よる i山本工事への質問、ま t.: 1:: お先生には平氏み仁

け"ll l. 1mi 方式、総合単仰li方式への応用のしかたにつ

いて実務的な質問が行われた。

最後に私が、生向先生が従H品されているライフ

サイクノレコストを踏まえた立場で、 もし須賀先生

が総集されるとしたらどんな躯f材体造営私たちに

=t1左京5してー下さるのTごろうかと質問をさせてもら っ

?こ。

須 賀 先 生 は即 座 に C O M構 造 の メ リ ッ ト を あ

げて、研究データーに基づいて条例ーチェックを入

念に行って、合理出l勺なブJ法を採用すべ きだ と答え

られた。 その上で、コンクリー卜の上主でも [! _I]山を

成形したり、壁や窓の組み合わせをセンス良〈行

うことで、 Wt造美 を 演出するよう袈望された。

デザインへのセンスを常に初 ｦｾＢ すませて、選択

を遮般に行うことが重姿てあり、つまり C O M的

感党の必要性を上!:PI創 l勺に答えて下さ ったのである。

日 時 平 成 6 :年3月四日e k )

開場14:30 開会15:00- 閉会 17:30

会 場 大阪府建築建保会館多目的ホール

講 師 須 賀 好 富 氏 / 近 畿 大 学 教 侵 ・工学1導士

生島道春氏/ 側日積サペイ代表取締役

司 会 前 田 邦 江 氏

参加者 14日名



[ お知らせ]

ル・コルビ‘ュジ、工油彩展

ギャルリー ・タイセイは、ル・コルヒ. ユジエの油彩画

7  i点、を初期のピュ リスム期から晩年まで、年代順に展

示し、その作風の変遷をたどる展覧会を関心

会 期 1994年 6 月 6 日(月ト 7 月 29 日幽

10 :  ｏｏｾ＠ 17 :  00 ( 開廊日は月~金曜日)

会 場 キ' ャルリー ・タイセイ( 新宿センタービル)

東京都新宿区西新宿 1 - 2 5ー|

TE L  03- 538 1- 5510 

入 場 料 無 料

n f o r ma t i o n  

病院建築基礎講座一(社) 日本病院建築協会一

(社 ) 日本病院建築協会は、病院建築の初心者を文橡に、 FAX03- 3453- 7573) へ。

基礎的な知識を平易に解説する講座を、昨年に引き続 申込みと同時に、受講貨を銀行または郵便局

き開催する。 吋辰り込む。問い合わせは、同協会へ。

一般公開であり、設計事務所の新人、病院をこれから ・6 月13日の プログラム

手がける建築家、病院関係者の参加を募っている。 全体計画/ 栗原嘉一郎 ( 筑波大学教授)

会 期 Ｑ ＹＹＴ 年 Ｖ 月 ＱＳ 日 伺ｾ 14 日伏) 病 棟/ 長 津 泰 (東京大学教授)

9  :  ＳＰｾ Ｑ Ｖ ・ Ｔ Ｕ 病 室/ 箆 ; 享夫( 国立医療 ・病院管理研究所研究員)

会 場 明 治 大 学 会 館 外 来 部/ 中山茂樹 (千葉大学助手)

東京都千代田区神田駿河台 1 - 1 手 術 部 ・介 娩 部/ 今井正次 (三重大学教授)

出 品 f青争物j 1926年、 『レア j 1931年、 「女性のア 定 員 120名 ( 定員になり次第締め切り) ・6 月14日のプログラム

コーデイオン弾きとオリンヒ・ック走者j 1928 受講費目劇丙院建築協会会員20，000円 特別講義/ 厚生省健康政策局指導課

ｾＱＹＳＲ 年、 『 座る二人の女性ーコ ｊ レセット ｪ ｬＹＳＵ →l l : 40，000円 放 射 線 部/ 河 口 豊 ( 国立医療 ・病院管理研究所部長)

ｾＱＹＴＷ 年、 「 アコーデイオンを持った踊る女 申 込 受 講 者 名 ・ 勤 務 先 制 与 揮 項 を 記 入 し 、 郵送 検査部 ・リハヒリテーション部/ 山下哲郎(東京大学助手)

怯J 1949年、 f静物j ＱＹＲＳｾＱＹＵＳ 年、 「 牡牛 ｘ または F AX で、日本病院建築協会 (〒 108東 供 給 部/ 中野 明( 京都女子大学教授)

VII Ij 1959年 京都港区芝 5 - 2 6 - 20  TEL03- 3453- 9904.. 設 備/ 高野童文 (高野重文建築事務所所長)

第3回きょうと景観賞決まる

隔年で行われている「京都市都市景観賞J

( きょうと景観賞) は、平安建都 1200年

の今年は、応募作品も 172点に上り、 3 月

の最終審査会( 審査委員長. 伊東→言)

の結果、入賞 11点、入選 6 点が決定し

た。入賞作品 11点を写真に示す。

京都市都市景観賞は、応募持からさかの

ぼって 5年以内に完成し、自然景観やま

ちなみ景観に調和し、京都の歴史伝統文

化に対する理解と配慮、がなされ、意匠 ・

デザイン ・技術に優れ、関係法令に適合

しているものでる、京都市内にある建築物、

樹弘広場、屋外広告物を女橡とする。

塗備 市郡市左京区健雌院連軍鼠

{揖地広場] 京都市長賞 ・桂坂野鳥国

軍部市西京区役陸北大植山町

〔車外広告物〕 車都市直寓 ・( 株) 御池

車 ｾ Ｘ 市中東区油小路過四 予上ル馳本町

司匝

軍副市長賞 ・館屋音信本庖 ・本社

軍孤市上軍区今出川揖川西入ル酋舶樋町

京都市中京区新車種通

建築と社会 ・1994. 5 43 
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r 21世紀の家づくり→& 層木造住宅の新しいかたちj

司 会 小 谷 剖 清 子 ( 日本女子大学)

パネリスト 上 杉 啓 ( 東洋大学) 、石福 昭 ( 早稲田大学) 、

太田房江 ( 通産省) 、 岡 河 貢 ( 建築家)

・9 月 17 日出 1  3  :  ｏｏｾ＠ 15 :  30 

「都市住宅としての集合住宅一21世紀の都市型集合

{ 芸宅を求めてJ 司会 深尾精一 ( 東京都立大学)

パネリスト 内回祥ミ技( 明治大学) 、布野修司 ( 京都大学) 、早

川邦彦( 建築家) 、蕨本昌也( 建築家) 、マルク ・

フルデイ工 (仏 ・建築家)

f1994建築仕上フォーラムJ のシンポジウム開催

「パ、ンフィコtlt兵J 国際会議場 5 F ホール

|セ ッション当たり 400人、座席指定制

|セ ッション当たり 3，000円、前納制

受付は 6 月 l 日開始。建築仕上フォー ラム運

営 委 員 会 ( 干 111 東京都台東区小島ト 4 -

8  - 201、TEL03- 3865- 8999) へハ力.キで。

・9 月 16 日幽 10 :  ＳＰｾ＠ 13 :  05 

「未来都市論J ( 講，寅) 司 会 ・ 坂 本 功 ( 東京大学)

第 | 部 伊 蕨 滋 ( 慶応大学環境情報学部)

第 2 部 岡部憲明(レンゾ・ヒアノ・ビルディング・ワ- 7ショップジャパン)

場

員

料

込

会

{

疋

曳

申

C G  Osaka'94 

主場

d 合、

"" 

メリカ)

・最終審査員/ 青葉益輝、黒川雅之、ジャン

フランコ ・サヘ; ノカイ、ニコ ・スペルブリンク

( グラフィック、オランダ) 、 クロード ・ベ リューベ

( インテリア、カナダ)

大賞| 点35 ，00防長ドル、金賞 l 点 11 ，00防転

ドル、大F却存知事賞 l 点 11 ，00刷毛ドル、大阪

市長賞 l 点 11 ，000米ドル、銀賞 l 点6，00防転

ドル、銅賞 3 点、各2，000米ドル

対象骨野 いくつかのデザイン分野にわたることも自由。

応募資格 全世界のあらゆる介里子のデザイナ一、出車靖、

学生。個人またはグループで。

応募方法 出品票と応募作品、手数料 1000円分の切手を

添えて送付。使用言語は日本語、英語。

程 1994年 12月26日 第 l 次審査出品締切

1995年 3 月 第 1次審査

1995年 7 月 最終審査

資料請求応募要項は、氏名 ・住所を明記して 270円分の

切手を同封し、下記へ請求する。

側) 国際デザイン交;JT計説会 TEL06- 346- 2611 

干530 大阪市北区梅田ト 3 - 1  - 800 

テーマは「触J

賞

日

国際デザイン・コンペティション、

似国際デザイン交流協会( 大西正文会長) は、第 7 回

国際デザイン ・コンペテイションの応募司乍品の受付を

開始した。

このコンペは、グラフィック、ノトy ケージ、インダス

トリアル、クラフ卜、インテリア、建築、 1宣告寛など、

あらゆるデザイン分野のデザイナーの参加のもとに、

デザインのあり方、デザインの果たすべき役割を改め

て聞い直そうとするものである。

テーマ 「触」一人間性の回復のためにー

一一一人と人の触れ合いはコミュニケーション。

人と物の触れ合いはインターフェイス。触れ

合いを確かなものにするために、人間が本来

f寺っている感覚、機能を引き出すために、私

たちは何をすべきかを考え、行動する時が来

ている。、判官' というテーマを手がかりにし

て、 1也王求との生あるものすべてのために、デ

ザインは何ができるのか、その可能性を深〈

考察した提案を期待する。( 応募要項より)

・第| 次審査員/ 青葉益輝( グラフィッ: 7) 、黒)11

雅之( プロダクト)、田中央(プロダクト)、原広司(建

築) 、ジャンフランコ ・サ'ッ カイ (プロダクト、ア

審査員

I事I

参加費

10回目を迎えた Computer Graphics Osaka'94。今回は

コンビュ ータ画像に関する総合技術展。として、 C

G/CAD を中心とした画像生成技術や周辺技術と併せ

て、言十つ則 ・検査を目的とした「画像処理技術コーナー」

を設置する。主催は(初日本能率協会。

・展示会「ここ まできたコンヒ.ユータ ・グラフィック

スの世界j

会 期 1994年 6 月 22 日休ト 6 月 24 日働

ＱＰ ・ ＰＰｾ ＱＹＺ 00 ( 最終日は 17 : 00まで)

マイドームおおさか

大阪市中央区本町橋 2 - 5  

入場料 1，500円

内 容 シ ミ ュ レ ー シ ヨ ン 、 CAE/ CAD/ CAM、デザイ

ン、フ レゼンテーションやマルチメディアに

応用されている C G技術に関する最新のノ¥ー

ドとソフトを展示実演。

. C G見学会( 関西文化学術研究都市にて)

日 時 1994年 6 月 22 日嗣 10 :  ｏｏｾ＠ 1  2  :  00 

見学先側国際電気通信基礎技{ 柄汗究所

松下暫量産業側中刻汗究所

定 員 80人

参 加 料 後 援 ・協賛団体会員8，240円

. シンポジウム( パネル形式計 12セッション)

C G、CAD/ CAM/ CAE . . マルチメテe ィア、さらにはモ

ー ビルコンビューテイングにまで言及し、最新のコン

ヒ.ユータ画像技術の世界を紹介する。

会 期 ＱＹＹＴ 年 Ｖ 月 ＲＳ 日 附ｾ 24 日幽

両日とも 9 :  ＳＰｾ＠ 12 :  ＳＰ 、 ＱＴ ・ ｏｏｾ 17:  00 

ホテルアウィーナ大阪 ・金剛の問

大阪市天王寺区石ケ辻町 19- 12

後援 ・協賛団体会員 16 ，480円 (1 ｾＳ セッシ

ョン参加の場合)

詳細は、 (初日本能率協会 TEL06- 26 ト715 1へ。

-"与

Z 三

デザイン・コンペ作品募集

学) 、イ山田満( 環境建築家) 、 松永真(グラフィ 汐テ'

ザイナー) 、森山明子( につけいでざいん) 、雀在銀

( アーチスト) 、長井隆弘 ( 外古屋市経済局)

品一次はパネルによるプレセ'ンテーシヨン。企

画意図400字以内とスケッチ、イラスト、設計

図なと'から適切な若手見方法を選んで、 A 2 サ

イズパネル 3枚以内にまとめる。

1994年7月29日悩 までに届くよう郵送で。

〒451 名古屋市西区滅菌 2 - 21- 8 デザイン

コンペティシヨン事務局 TEL052- 524- 30 11。

グランプリ | 点賞金 150万円、一席| 点賞金

50万円、二席 3 点各20万円、審査員賞 5 点各

10万円、入選若干名各 5万円

出

賞

「デザイン・名古屋'94J

10月に目新雀される「デザイン ・名古屋'94J の、今回の

コンペのテーマは「交，荒J のデザイン。

人と人とが交流すると L 、う視点からとらえたツールや

スペースやシステムなど、また、交流を切り口にした

新しい価値観を生み出す技術や情報あるいは商品など

の提案を求めている。出品料無華ヰ。

募集対象 グラフィ ック、ブPロダクト 、ファッション系、

都市計画 ・1也1或開発 ・建築 ・インテリアなど

のスペース系まで、あらゆるデザイン介野。

格 個 人 ・グループで、日本国内在住者に限る。

査 Ｒｾｾ 答審査 。 一次で入 選作品を選定、 二次で

はパネル、実物、模型を対象に決定。

審査員 岡本滋夫(中部デザイン団体協強会) 、木村一男(国

際デザインセンター) 、品川誠 ( 名. 古屋造形芸術大

資

審

横浜市が国際建築設計競技

横浜市は、刊誌兵港国際客飴ターミナルJ を4お兵港のシ

ンボルとして、また国際交流の場にふさわしい施設と

するため、国際コンペてオ憂れたデザインを求めている。

登録受付締切は本年 6 月30日。応萌乍品受付締切は本

年 12月 12目。審査は 1995年| 月中旬。

競技は、有資格者(一級建築士、外国人はそれに準ず

る) による国際公開建築設計責務支で、最優秀作品に選

ばれた建築家には言語十業務が委託8 れる。

審査員芦原義信氏、磯崎新氏、伊東豊雄氏、レム ・

コールハース 氏、渡辺定夫氏、木下マサヲ氏、

森本繕之氏、有馬真喜子氏、中野善寿氏、廃

車 娘一氏

問い合わせは、 tlt 兵市港湾局内 ・横浜港国際客船タ ー

ミナル国際建築設計競技事務局 (045- 671- 7359) へ。
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定時評議員会

ＲＳ 日・ Ｕ 時 ｾＵ 時半・於本会会議室

出 席 者 高 橋 保 夫 議 長 ほ か4 5名 (委 任 状 共)

議 事 ( Ir. 平議員会議長及ひ剖議長互選の件

(2冶 長 、 副 会 長 及 ひ 理 事 出墾の 件

(3)平 成 6 年度事業計画( 案) の 件

(4)平 成 6 年度収支予算( 案) の件

理事会

第 9 固定O"IJ ! 里事会

ＲＳ 日・ Ｔ 時 ｾＴ 時 ＴＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か2 6名

議 事 ( 1)' 会長、副会長及ひ理事出盤の件

(2)常梅里事選任のイ牛

の
蝶競会員

総

明

市

T
時定回

件

3

の

他

第

認

の

度

承

そ

年

者

項

成

退

告

同

庁

件

以

瀬

編集委員会

第 12回会員企画小委員会

Ｑ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時日介 ・ 於本会会議室

出 席 者 高 橋 副 委 員 長 ほ か 2 名

議 事 ( 1)シリーズものの報告と掲載予定

(2)次年度の委員編成

第 12回作品作刷、委員会

Ｓ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 松 田 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1)1 ' 乍品の掲載状況 ・予定の報告並びに選定

(2)  r Gall eryJ  r S KE T CH  BOOKJ 掲 載 報 告・

予 定

(3)次年度の委員編成

第 8 回施工材料分科会

Ｙ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時・方合本会会議室

出 席 者 志 水 幹 事 ほ か 3 名

議 事 特 集 ( 6 月号) まとめ

第 10回編集委員会

Ｑ Ｐ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 吉 村 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1) 5 月号「会員作品j 特集経過報告他

第 3 回計画系分科会

ＱＸ 日 ・ Ｖ 時半 ｾｉｏ 時円分 ・ 於本会会議室

出 席 者 吉 村 幹 事 ほ か 3 名

殺 事 ( 1)委員の退任

(2) 8 月号「広告 ・看 板J ( 仮称) 特集の企画

第 13回設備分科会

Ｑ Ｔ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 村 上 委 員 ほ か 5 名

議 事 ( 1編 集 委 員 会 の 報 告

(2)  r設備の頁」の企画

(3) 10月号 r C G によるシミュレーションJ 中寺

集 の 企 画

(4;' 新年度設備介科会の構成

第 11回広告企画IJ、委員会

ＲＲ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 鈴本会会議室

月間の動き

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 収 支 状 況 報 告

第 10回+ あ盆介科会

ＲＳ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時的介 ・ 於本会会議室

出 席 者 二 宮 幹事 ほか 3 名 吉 村 英 祐 ・田中直人委員

議 事 ( 1編 集委員会の報告

(2)  r概宣の頁j の 企 画

(3)  r楠 宣 美J 特集の企画

事業委員会

第 11図若い会員の集い小委員会

ｬ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時半 ・ 鈴本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1)今後の予定について

(2漆 員 の 時 間

第 7 国広報小委員会

Ｙ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半・於本会会設室

出席者原見副委員長{ まか 7 名

殺 事 ( 1駒田事業委員会の報告

(2)第 l ・第 2 分科会からの報告と今後の予定

第 7 回見学会小委員会

ＱＰ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1駒田事業委員会の報告

(2)実施報告

(3)今後の予定及び候補について

第 7 回事業委員会

Ｑ Ｖ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

建材委員会

第 7 回建材委員会

ＱＵ 日 ・ Ｓ 時半 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 7 名

材料説明 セーフストライド〈床すベリ上加工)

議 事 ( け今後の検討建材

(2)今後の「新建材紹介コーナー」掲載予定

出版委員会

第 11回出版委員会

ＱＷ 日・ Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 山 田 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1) < プロのノウハウ〉と特装本の車五盈報告

(2)今後のテーマと執筆者選定

(3)  rプロのノウハウ」議座シリーズ

第 12回「水にまつわる トラ ブルの 事 例 ・解決策く建築

編>J 小委員会

Ｙ 日 ・ Ｒ 時 ｾ Ｔ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 上 原 小 委 員 長 他 7 名

議 事 全 体 の 最 終 チ ェ ッ ク

第 10回「水にまつわるトラブルの事例 ・解決策〈設備

編>J 小 委 員 会

Ｙ 日 ・ Ｓ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出席者 川崎小委員長他 11名

議 事 全 体 の 最 終 チ ェ ッ ク

【平成6年 3月分】

教育委員会

第 40図工高生デザインコンク ール募集規干量作成会

Ｘ 臼 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 川i革審査員長他日名、片倉教育委員長他 5 名

議 事 ( 1)第 4 0図 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 募 集 規

定 の 検 討

(2)今後の作業予定

第 2 回教育委員会

ＲＳ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か 12名

議 事 ( 1購 習 会 ・工高生紋育両小委員会の本年度事

業 報 告

(2)次年度事業計画

(3)次年度の委員編成について

見学会

アジア太平洋 トレードセンタ一見学会

ＲＳ 日 ・ Ｒ 時 ｾＵ 時 ・ 参加者 ＹＸ 名

常滑と志摩「早春の伊勢湾を巡る」

ＲＵｾＲＶ 日 ・ 参加者 ＴＲ 名

プロのノウハウ講座

第 11回構造計画と躯体コストについて

いま積算に求められているもの

ＲＹ 日 ・ Ｓ 時 ｾＵ 時 ＳＰ 分・於大駒存建築健保会館・多目

的 ホ ー ル 参 加 者 148名

講 師 須 賀 好 富 氏 ( 近 畿 大 学 専 対 受 )

生島道春氏( ( 株) 日積サーベイ代表鼠締役)

30's EYE 2 1世紀への 工 スキス

岸 和 邸 内 IE HA R D MODE RNI SMJ  

ＳＱ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 参加者 ＴＷ 名

建築ク ラブ

第 263回朝食会

Ｘ 日 ・ Ｘ 時半 ｾ ｉ ｏ 時 ・ 於大阪グランドホテル

演題 m頁動けば尾も動く J

講 師 佐 蔵 安 弘 氏 ( 元 ・日刊スポーツ取締役)

建築クラブ役員会

ＳＱ 日 ・ ＱＲ 時 ｾｉ 時・総本会会議室

出 席 者 佐 野 代 表 ほ か 11名

議 事 ( 1股員半数交代と正副委員長互選の件

(2)平 成 5 年度収支決算承認の件

(31'1'-成 6 年度収支予算承認の件

(4)今後の講師決定の件

4 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔個人会員 8 名〕

井本健太郎 木 元 孝 裕 後 蔵 謙 志

( 松村組) ( 松村 姐) ( 紐村 姐 )

丹 下 敏 幸 佐 野 隆 雄 宏 、 多 美 裕

付金村組) ( 住友漣 世) ( 志多奏時 埋草 ( 夢 ))

松 岡 一郎

{ アイヱム)

森 川 哲 治

{ 目創世1+)

- 会員の計報

名 誉 正 会 員 イ 困 忠 夫 5 月 9 日死亡

正会員 山 田 誠 3 月 22日死亡

浅田孝夫 4 月 30日死亡11 
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

本社・本l苫 東京都港区浜松田T l - 25- 7 電 話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区加島1- 58- 59 電 話 06 ( 302)  2270 

支 底北海道/ 東北/ 北関東/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ: J 械式会社

ヨ伝庖ー大臨調伝祉 干 ＵＵＰλ［ 阪 Ｎｪｩ 内 ｉ ｪＨ ｾｬ ｬ 戸堀 ＱＱ ＧＱ ＱＹ 昏 ＲＵＭＧ［ 電 話 (06)441 8231 

車京本社干 ＱＰＲ 場ＨＧ［ＧＺｬＺｬｉ ｦ 代川 ｬ メ ｩ［ｾ I 弘21 11151fi 10号 泣 『 踊(03)326] -823]

支 社れ山w . _ . N.¥I列

主 底札 ＧｾＮｦｍ ［ . 析出) ; . '，:，. ｦ Ｍ ｾ 柑 ｪｧ 世 ｩ ｬ Ｈ 恥冊 神 ｊＢ k . 用ー岡山

u ; 品 高 松 熊 本

世損 所帯 広尚館・ｴＧ￭Ｂ ＨｬＮＮ杭 ＱＱＱ ・ Ｑ 必附州儲 ｉ ｈｴ 岬附ｾＩ Ｎ 川 ｩ ｬ ｴＮＧ ，［Ｈ山 ｡

付，iJI' . tt: 山 怯11" 高知ー北九州庇児向郎副

出 張 所 地 111 . k. 1品 川 崎 ・ 松 村 ・ 憶 尚 ー ト 1剖 l長崎 大 叶 / " ， 崎

海 外 支 底 ;，...;，; !.f;r，' ー ル ホ ノ コ J

按 荷 研 究 所 干 目4 崎 1県人 tmf，!) 三 月町) ' ; ' i ' 北，j ( 11'39(¥1fi地 '，1<: ，1/，(0492)臼 1511

空気調和設備 / ' X ' ¥ 産 業 設 備

給排ノ Ｑｾ 設備 ! J 冨¥1 ノk 処 f竪 施 設

電 気 設 備 マー- v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

大 阪 支 出 長

白 谷 清 二

三 田 村 嘉 也

大阪支J吉 一人阪市中央区北i n2- 2- 2) 1屯話06(202 )3071( 代表)

本 J吉 東京 都千 代 凶区有楽町 ) - 4- ) 電話03( 3502)611 1( 大代)

支 庖 名1; 援 ・ 九 州 ・ 北 海 道 中 l'f l ・東北 ・北 陸 ・凶同

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ 三建設備工業ヰ総書社

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社 東京 都 中 央 区 日 本 橋 嚇 脚T2 - 22 電 話 ( 3667) 3431 ( 大的

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・横 浜

。
本 社

東京本庖

大阪本庖

支 底

営 業 所

出 張 所

空 気 間 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

格式会社

-‘ 

司. .  

司-

晃 空 調

大阪市中央区域見2丁目 l番引号 Y イン21M1Dタワー 電話 06- 949ー1371

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話03- 3344ー1911

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13 番 20号 電 話 06- 363- 1371

仙台 償浜名古屋・京都・神戸・広島・福岡

札幌ー絵江

森・秋田・盛岡・大宮・千葉・川崎 ・富山・福井・和歌山・

鳥取・岡山・高松・下関・熊本・鹿児島 沖 縄

- 空 調 衛 生 ・ 冷 濠 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

開9 よりよき環境へ技術で挑む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 II 番16号( オートセ ンタービル 1 .  2階)

到;j 記番号542 ' i 正話大|坂 ( 06) 768- 5  0  3  1  代 表

/ ノテナンス部 .; -lt difj 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1  代 表

東京主的 東京都文京区小石川 1丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ビル 7階)

郵便番号 112 電 話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代表

46 

商昂は空気ですo V  r-
a・・・ 黙と空気の工ンジニヲコ内ーーーー

〉ー〈J 5禁止
・宮

空 気 調 和 どと竺L 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 、てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工灘横式怠誼

大 阪 支 庖 干 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 14号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代表)

本 社 干 100 東京都千代田区丸の内 3 丁目 3 番 l 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代表)

ガス段備の額計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス イ 主 設 織 器 特 約 庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 06- 466- 2268

大阪営業所

枚方営* 所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3 電0720- 49- 2128

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

3525西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支底・ 2基業主rr 福 岡 ・ 京 都 ・天 理 ・川 西 ・神 戸

O K U J U  
..、-.ク" 1 ィ，一

自 箆E g a容もお島む危鼓舘拶窃窃

「大規模天井無足場工法J

内外装創作パネル・システム天井・間仕切

細書社オクジュー

本 社

大阪南北区西天満5丁目3番7号 干530

TEL( 6) 312- 4131 FAX( 06) 312-7998 

東京・九州・償浜名古屋仙台・宮崎ー京都

⑧蹴油画様式会在

代 表 取 締 役 社 長 依 藤 孝 行

干534 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号 T E L  ( 06)351- 5428(1-1:) 

F A X(06)351- 5299 



Ｒ 舎町産后告書 ｉｾC*f'&T 
⑨日本管工業株式会社

設計並施工

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ｾＮ可 ｾｉｾｉｉＺＨ ｾ ｉ

当佐官官ー. . . .

③持組謹厳罰

本社及 京 都 支 庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 PIT 2  0番 地 の l

ｦｴ￬ ｾ 舌 ＨＶＸＱＩ 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 ( 691) 1 0 4 5  

大 阪 市北区 天満 1- 5- 20 電 話 ( 06) 352- 3501刊

津 市 栄 町 2 - 1  1  1 電話( 0592) 26- 361α ω 

四 日 市 市 首 末 広 町 電 話 ( 0593) 53- 7431刊

大 i桁 行中央2 丁目 4 - 2 8 電 話 ( 0775) 22- 9738附

大 阪 支 広

三 重 支 庖

四日市営 業 所

滋 賀 営 業 所

社

設 計 施 工

ム一

A
式

⑤ 

気 株

電 気 設 備

電陽朝

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの妓術lx会長∞

士

本 社 大阪市北区中之島3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 T E L 大阪06(385) 1361(代) 京都営業所 T E L 京都075(311 )1l 85(代)

東京営業所 T E L 東京03(3574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡092( 771 ) 6 1 6 8  

}t 本山代表取締役
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干本

良轟轟萱義重要

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

言I
I . J  
，四司E

工

裕

施

敏

計

一

一

一

井

品

交

•
. 

事

施

i

工

A

Z

桁

気

者

U

河

電

飾

的

。
支社長

大阪市中央区高麗稿 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北 海 道・東北・ 丸ノ 内・新宿 ・神 奈川・東関東 田中部・九州|

大 阪 市 北 区 西天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピノレ 5 1街)

屯 t青 0 6  ( 3 6 1 )  3 6 7  1 (イて)

東京者11中央 区 日 本 橋 茅 場町 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

堺 ・ 泉 州| ・ 泉 南 ・ 滋 賀

ヰ土

底

本

支

営 業 所

電気1宜備・計義市l御設備・空開設備 ・ク リーンルー ム設備・ プラン ト段備

鎗排水衛生設備・エ ネルギー集中堅視 システム 段計施工

三宝電機櫛式会社

取 締 役 社 長 必 納 秀 一

F
，
，
一
守

司

・

巴

同

町

内

‘

.

川

H

d

F

'
U

制

事 担 干印式厨官it:t!>西玉置11-6- 8ぼピ1レ) T EL  00(3臼)1<171・F AX 00(3臼)5533

買京王担干筒東京都車区. l l i 1l 1-16( ニュー斬蝿ピ!レ) T ELIll (35加)0231.F AXω( 捌 )02611

ｾ￵ ￟ｬＡ＾＠ 干4田名古置市it:t!>童相自ー11- 14 T EL051(9刷)5131.F AXO位(914)7日5

神戸I i l ! i 干 Ｖ ＵＷ 神戸市 量 産岩 置 司町 Ｑ ＭＱｾＨ 工 ピスピＩｾＩ T ELO市(矧 )5571. F AX078(811l 6161 

m研究所 有田大飯府塀市三宝町七J 3伺 TELOn1C17路樹 F AXOn1(17)1創

人と都市の快適な環境をつくります

- 空関・鎗排水 ・衛生役備

空貴闘靭

エ喝配菅

水島理

コー ジェ ネレー シ ョン

クリー ンルーム

・プラン ト

プラン ト肘裟

ンステムヱ ンジ ニアリ ンク'

喧 ぜ ｡ ゆ ｮｾ ＿，Ｉ ｈ 子。 ＱＱ ＢＯＱＨＭ｟ ｟

___o=- 一一一- - - 00司王

φ 住 友 電 設 株 式 会 社 2222Z12設官 出512jgl ぷ::;!?

- 情報通信設備

情岨温情ネ ットワーク

情岨盤理

温 情システム

批 送ンステム

・電力犯且役備

費宜電

架 空 送 配電

地 中 退 配電

宮鍵橿 目 位 計 ・施工 ・監理

・電気役僧

費宜電 僻踊

動力 ・制調後置

電話、組 晶、インターホン

防犯、防虫

中失監視制劃

システム肘甚

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547 大 阪 市 平 野 区 加 美 北 3 - 4 - 5

T E L 06 (79 2)  585R F A X 0 6 (792)  2810 

大阪市西区西本町 i 町 13町 33

T EL. 06- 532- 0461 ( 代表)

F AX.06- 535- 5181 

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

本

⑪ぉ )1蹴 業 蹄

情報処理/ 編集・企画/ 印制・製本

ー ｟Ｑｾ
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日本電植株式会社

天理営業所

あ 干
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Const r uct i on chemi s t r y  f or t he f ut ure.  特殊壁装材製造販売 和室に最適

四-ー:!::i!?)(株)副 O: J : J ! ]C::2 

練 式 会 粧 工 ヌ 工 ム ヒ " 一

線 式 会 祉 ポ リ “ リ ス 物 産

本 社 東 京 都 浴 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支底 大阪rfj 中央区北浜3-2- 23日君愛ピル)

T  E  L 06-202- 3294  

-・11聞

場

一

ニ

エ

第

第

。-〆r 鴨代の断熱用シ~人九

i為、 可 今

回n/¥' イチ11ーシート P

の貼り合わせ技術て将 帽 した，二重構造の断熱兼用二重防水シー す

目 豆 電 線 株 式 曾 祉 制問刊区間内2 T目1書2号( 干代田ピレ)

デンカC S Aファミリー製品

- 安ニ. I0CSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・寄与 ｮ 弓ｾ，ヨニ Ｎｉ Ｈ グラウ ト用無収 縮 材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子ニＮＱ Ｐ 守 Ｓ ー子 Ｎｊ Ｇｊｾ配 達 ι＿ ＿ ｔ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

- TニJ DE S(土質安定用問 材) 地盤補強用薬注入

・子ニ. IDZI OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

TEL 本 社 ・京 都 ・制 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

鋭的 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ふ

玄式株業産

巴士唱

刀て浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

2

 

式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

TEL  大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

d 合、

' A  式株産物羊光

2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0 6)  T E L  人ー阪

48 



テトカッパー防水層
奥山化工業械式吉社

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ピル TEL03( 3571 ) 2703側 F AX03(3571 )0264 

| カッパー防水帯 コーパータイトオクロン防水得 1大 阪事揖所 TEL06(391 ) 1081- 1FAX 06(395) 1109 名古屋出世所 TEL051(811) 36印

?員浜 宮業所 TEL045(310)4831 同 X045(310)4765 庫 本 出 張 所 TEL0461(11)1 761 向X0461(13) 1341 

資料をご. . * 下さい。

埼玉宮業所 TELO柑 (774)1845 王 埴 出 張 所 TELOI91(18)0878向 XOI91(18)1614

τ 告 ｾ ［ｽ ｓｨｵｴｴ･ｲ

東洋シャッター株式会社

本 社 干540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 10( T Sビj レ)

T E L  ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1  ( 代;)

・東京/倹浜/ 盛岡/仙台/水戸/ 静向/岡崎/名古島富山/大津/: 京都/ 神戸/広島/ 高松/福岡/他全国主要都市

任3 四六判 224頁 定 価1700円

上 村 武 ( (的 日本住宅・木材技術センタ一顧問) 著

主 な 目 次

白木造住宅の住み ごこ ち

木 IJ :訓i毘の主役/ 木は熱を伝えにくし、/ 木の床

は夕、ニにきらわれる / 木の家の結時/ 人 にやさ

しい木の感触/ 建物と放射線 他

回木造住宅の強さ

木造住宅と 地民/ 木材を他の材料とくらべる

と/ 背高木造/ 住Eとの性能を保証する 他

回木造住宅は長持ちするか

建築材料の老化 のしくみ/ 木造住宅の寿命/ 火

に強 L 、木造/ 鉄やアルミが燃える / 鉄を木て保

護する / 虫に食われる / シロアリの話 他

回来IrしL 、木材

集成材 L v L ! 新しい板材料/ 木の粘土削工/ 狂

わない腐らない木材 他

回木は生きている

赤ちゃん木材/ 木の11
1
1び紡み/ 木のかおりの薬

効/ 熱 指雨林の消失/ r木を切るな」は誤り / 木

はかけがえのない栽地 rti IJ ;( 他

企 画/ 日本建築協会

木と木材を愛する人々 へ 木 づ く り の 蓮蓄 50話

知 っているようで知らない木の特性や木づ くりのあり方を，木材のも

つ長所 の生 かし方， 短 所の補い方と共に情熱を込めて紹介. 特に木と

木づ くりに つ いての誤解や偏見を， 多くの実例をあげることによ って

解消することを試みた. さらに，林業 と環境問題，地球の温暖化 問 題

に対する木の役割lなどまで， わかりやすく組蓄を込めて 言及した.

〒600 )j( n1lo1iド JI'. 区木i I !111陥地同州院点人

台 ＰＷＵ Ｍ Ｓ Ｔ Ｓ Ｍ Ｐ Ｘ ＱＱ 桜 Ａｾ Ｏ ＩｪＨ ｮＱ Ｑ Ｐ Ｍ Ｒ ＶＷ Ｘ Ｙ 制学芸出版社
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E&Eの東芝T OS HI B A  

都市空間のアメニティは、多彩な表情をしています。

人と環境のあたたかなふれあいをテーマに開発されたエレメイトルミナス。

高品位な居住性と多彩なバリエーションで、ビルの個性に幅広く対応しますL
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SDX- 5 

亡二三i竺2f 誌2rfT二コ

定 霊安

価 量百

1  ｾ座

" 霊大

長 料 阪

[J I立

白書L

塁訊

主格宅七

J・徴五

ｪ ｾ＠ 1 . 収蓄

35 !' 

5  

円円

送

料

笑

Luff i i nous 

- 人と環境の美しい調和をモチーフに設計された、

ゆとり感覚あふれるニューテ'サ.イン。

・快適な移動のために情報システムで制御された

数々のインテ リジェント機能を搭載。

. ヘリカJ レギヤを新採用し、大幅な省エネルギー化と

ランニングコストの低減化を実現。

. I GB Tの採用と制御回路のデジタル化により 、

より静粛で滑らかな走行性能を発揮。

SDX- 4 

事監E志 03379- 5  

中部支社(052) 564- 851 ＰｾＴ＠

- お問い合わせは 株式会社 東 芝 昇降機事業部 本社 干l日 刊 東 京 都 港 区 芝 浦 1- 1- 1( 東芝ピ日ング) 削 3) 3457- 46 13

北海道支社( 011) 21 4- 245 1 東北支社 Ｈ ＰＲＲ Ｉ ＲＶＴ Ｍ ＷＶＴＰｾ 1  東関東支社(043) 299- 101 7 神奈川支社(045) 664- 861 1  北陸支社(0762) 24- 2815

関西支社 ＨＰＶＩＴ ＴＰ ＭＲ ＲＶＱｾＳ 中国支社(082) 246- ＳＰＹＰ ｾ＠ 1  四国支社 Ｈ ＰＸ ＷＸ Ｉ ＲＵ Ｍ ＲＴ ＴＰ ｾＲ 九州支社 ( 092) 735- 3056 


